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於：女性第一・第二研修室  
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     議事日程     令和７年３月２１日（金）１６時００分   

女性第一・第二研修室 

 

１ 開 会 

２ 会議成立の宣告  

３ 会議録署名者の指名 

４ 会議の公開等について 

５ 議案審査順 

公開予定（案） 

定第５８号議案 鹿児島市教育委員会組織及び事務分掌等に関する規則一部改正の件 

定第５９号議案 鹿児島市教育委員会公印規則一部改正の件 

定第６０号議案 鹿児島市教育委員会教育長事務決裁規程一部改正の件 

定第６１号議案 鹿児島市教育委員会の任命に係る技能労務職員就業規則一部改正の件 

定第６２号議案 鹿児島市立科学館条例施行規則一部改正の件 

定第６３号議案 鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則一部改正の件 

定第６４号議案 鹿児島市立美術館条例施行規則一部改正の件 

定第６５号議案 鹿児島市立学校職員懲戒等審査委員会規程一部改正の件 

定第６６号議案 鹿児島市立学校体育施設の開放に関する規則一部改正の件 

定第６７号議案 鹿児島市立学校職員安全衛生管理規程一部改正の件 

定第６８号議案 鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例

の施行等に関する規則一部改正の件 

定第６９号議案 鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則一部改正の件 

定第７０号議案 鹿児島市指定文化財の指定に関する件 

報告事項(2)   令和６年度鹿児島学力・学習状況調査の結果について 

報告事項(3)   市議会関係の審議等について 

非公開予定（案） 

報告事項(1)   校舎建替基本計画について 

定第５７号議案 鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免の件 

６ その他  

７ 閉 会 
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定第５８号議案 

 

   鹿児島市教育委員会組織及び事務分掌等に関する規則一部改正の件 

 

鹿児島市教育委員会組織及び事務分掌等に関する規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市教育委員会組織及び事務分掌等に関する規則の一部を改正する規則 

                                     

第３条教育部の内部組織中 

「 

青少年課 

生涯学習課 

管理係 

生涯学習係 

     」 

を 

「 

児童生徒支援課 

生涯学習課 

管理係 

生涯学習係 

青少年係 

         」 

に改める。 

第４条教育部中「青少年課」を「児童生徒支援課」に改め、同課の事務分掌第１号を削り、

第２号を第１号とし、第３号を削り、第４号を第２号とし、第５号から第８号を削り、第９号

を第３号とし、同条同部生涯学習課管理係の事務分掌第８号中「生涯学習システム」を「生涯

学習講座申込システム」に改め、同課生涯学習係の事務分掌の次に次のように加える。 

青少年係 

(1) 青少年教育に関すること。 

(2) 青少年に関する社会教育関係団体との連絡調整に関すること。 

(3) 勤労青少年ホームに関すること。 

(4) 宮川野外活動センターに関すること。 

(5) 青年会館に関すること。 

(6) 青少年問題協議会に関すること。 

 第７条第４項中「事務局に」の次に「学校整備推進担当部長及び」を、「教育ＤＸ担当部長

を」の次に「、管理部に桜島学校教育担当課長を、保健体育課に給食センター整備担当係長

を」を加える。 

付 則 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、現に次表の左欄に掲げる組織に配置されている職員は、別に人事

異動通知書が交付されない限り、それぞれ同表の右欄に掲げる組織に配置換えされたものと

する。 
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左欄 右欄 

教育部青少年課 教育部児童生徒支援課 

３ この規則の施行の際、現に次表の左欄に掲げる職にある職員は、別に人事異動通知書が

交付されない限り、それぞれ同表の右欄に掲げる職に配置換えされたものとする。 

左欄 右欄 

教育部青少年課⾧ 教育部児童生徒支援課⾧ 

〃  〃   主幹 〃  〃      主幹 

 

 

（改正理由） 

令和７年４月１日の組織機構の整備等に伴い、関係条文を整備するものである。 
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鹿児島市教育委員会組織及び事務分掌等に関する規則（昭和４６年教育委員会規則第５号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

（内部組織） （内部組織）  

第３条 鹿児島市教育委員会事務局（以下「事務局」とい

う。）の内部組織は、次のとおりとする。 

第３条 鹿児島市教育委員会事務局（以下「事務局」とい

う。）の内部組織は、次のとおりとする。 

 

管理部 （略） 管理部 （略）  

教育部 教育部 （略）  

学務課 （略） 学務課 （略）  

学校教育課 （略） 学校教育課 （略）  

学校ＩＣＴ推進センター （略） 学校ＩＣＴ推進センター （略）  

保健体育課 （略） 保健体育課 （略）  

青少年課 児童生徒支援課 令和７年４月１日の組織機構 

生涯学習課 生涯学習課 の整備に伴うもの 

管理係 管理係  

生涯学習係 生涯学習係  

 青少年係  

（事務分掌） （事務分掌）  

第４条 前条に定める組織の事務分掌は、次のとおりと

する。 

第４条 前条に定める組織の事務分掌は、次のとおりと

する。 

 

管理部 （略） 管理部 （略）  

教育部 教育部  

学務課 （略） 学務課 （略）  

学校教育課 （略） 学校教育課 （略）  

学校ＩＣＴ推進センター （略） 学校ＩＣＴ推進センター （略）  

保健体育課 （略） 保健体育課 （略）  

青少年課 児童生徒支援課 令和７年４月１日の組織機構 

(1) 青少年教育に関すること。 削除 の整備に伴うもの 

(2) 生徒指導に関すること。 (1) 生徒指導に関すること。  

(3) 青少年に関する社会教育関係団体との連

絡調整に関すること。 

削除  
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(4) 青少年育成センターに関すること。 (2) 青少年育成センターに関すること。  

(5) 勤労青少年ホームに関すること。 削除  

(6) 宮川野外活動センターに関すること。 削除  

(7) 青年会館に関すること。 削除  

(8) 青少年問題協議会に関すること。 削除  

(9) 課内の予算の執行その他の庶務に関する

こと。 

(3) 課内の予算の執行その他の庶務に関する

こと。 

 

生涯学習課 生涯学習課  

管理係 管理係  

(1)～(7) （略） (1)～(7) （略）  

(8) 生涯学習システムの運用に関すること。 (8) 生涯学習講座申込システムの運用に関す

ること。 

文言整理 

(9)～(10) （略） (9)～(10) （略）   

生涯学習係 （略） 生涯学習係 （略）  

 青少年係 令和７年４月１日の組織機構 

 (1) 青少年教育に関すること の整備に伴うもの 

 (2) 青少年に関する社会教育関係団体との連絡

調整に関すること。 

 

 (3) 勤労青少年ホームに関すること。  

 (4) 宮川野外活動センターに関すること。  

 (5) 青年会館に関すること。  

 (6) 青少年問題協議会に関すること。  

（職制及び職員） （職制及び職員）  

第７条 （略） 第７条 （略）  

２・３ （略） ２・３ （略）  

４ 前３項に定めるもののほか、事務局に教育ＤＸ担当

部長を置くことができる。 

４ 前３項に定めるもののほか、事務局に学校整備推進

担当部長及び教育ＤＸ担当部長を、管理部に桜島学校

教育担当課長を、保健体育課に給食センター整備担当

係長を置くことができる。 

学校整備推進担当部長、桜島

学校教育担当課長及び給食セ

ンター整備担当係長の配置 

５ （略） ５ （略）  
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定第５９号議案 

 

   鹿児島市教育委員会公印規則一部改正の件 

 

鹿児島市教育委員会公印規の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

 

別表第１中 

「 

課長（事務局に置

かれる課相当の組

織の長を含む。以

下同じ。）印 

〃 方２０ 〃 当該課長。ただ

し、学校整備室

にあっては、総

務課長 

必要に応じ

て各１ 

７ 

 

」 

を 

「 

課長（事務局に置

かれる課相当の組

織の長を含む。以

下同じ。）印 

〃 方２０ 〃 当該課長。ただ

し、学校整備室

にあっては、総

務課長 

必要に応じ

て各１。た

だし、生涯

学習課２ 

７ 

 

」 

に改める。 

付 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。        

 

 

（改正理由） 

令和７年４月１日付の組織機構の整備に伴い、関係条文を整理するものである。 
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鹿児島市教育委員会公印規則（昭和４２年教育委員会規則第４号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

別表第１ 別表第１ 組織機構の整備に伴う規定の 

【別記1 参照】 【別記1 参照】 整理 

備考 課印を使用する場合は、課長印に準ずる。 備考 課印を使用する場合は、課長印に準ずる。  

 

【別記1】 

現行 

 

改正案 

 

公印の種類 書体 寸法 

（ミリメートル） 

使用区分 保管主管課長 個数 ひな型 

別表第２ 

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） 

課長（事務局に置かれる課相当の

組織の長を含む。以下同じ。）印 

〃 方２０ 〃 当該課長。ただし、学校整

備室にあっては、総務課長 

必要に応じて各１ ７ 

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） 

公印の種類 書体 寸法 

（ミリメートル） 

使用区分 保管主管課長 個数 ひな型 

別表第２ 

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） 

課長（事務局に置かれる課相当の

組織の長を含む。以下同じ。）印 

〃 方２０ 〃 当該課長。ただし、学校整

備室にあっては、総務課長 

必要に応じて各１。ただ

し、生涯学習課２ 

７ 

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） 
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定第６０号議案 

 

   鹿児島市教育委員会教育長事務決裁規程一部改正の件 

 

鹿児島市教育委員会教育長事務決裁規程の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市教育委員会教育長事務決裁規程の一部を改正する訓令 

                                     

 第１８条の３を第１８条の４とし、第１８条の２の次に次の１条を加える。 

（教育委員会事務局学校整備推進担当部長の専決事項） 

第１８条の３ 教育委員会事務局学校整備推進担当部長の専決事項は、次のとおりとする。 

(1) 学校規模適正化・適正配置等に係る企画及び総合調整に関すること。 

第１９条第７号中「延長、」の次に「育児短時間勤務、育児短時間勤務の期間の延長及び」

を加える。 

第２２条の２の見出し及び同条中「青少年課長」を「児童生徒支援課長」に改め、同条第１

号中「青少年教育及び」を削り、同条中第２号から第４号までを削り、第５号を第２号とし、

第６号を第３号とする。 

第２３条に次の４号を加える。 

(9) 青少年教育に関する指導及び助言に関すること。 

(10) 青少年教育資料の収集に関すること。 

(11) 青少年に関する社会教育関係団体への講師のあっせんに関すること。 

(12) 青少年に関する社会教育関係団体との連絡に関すること。 

第２３条の２の次に次の１条を加える。 

(管理部桜島学校教育担当課長の専決事項) 

第２３条の３ 管理部桜島学校教育担当課長の専決事項は、次のとおりとする。 

(1) 桜島学校の学校運営検討に関すること。 

第２６条第２項及び第４項中「第２５」を「前」に改める。 

第３９条第２項及び第４項中「第３８」を「前」に改める。 

付 則 

 この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

令和７年４月１日の組織整備等に伴い、関係条文を整備するものである。 
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鹿児島市教育委員会教育長事務決裁規程（昭和４６年教育委員会教育長訓令第２号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

 （教育委員会事務局学校整備推進担当部長の専決事項） 

第１８条の３ 教育委員会事務局学校整備推進担当部長の専

決事項は、次のとおりとする。 

(1) 学校規模適正化・適正配置等に係る企画及び総合調整

に関すること。 

学校整備推進担当部長

の配置に伴う専決事項

の追加 

（教育委員会事務局ＤＸ担当部長の専決事項） （教育委員会事務局ＤＸ担当部長の専決事項）  

第１８条の３ （略） 第１８条の４ （略）  

（管理部総務課長の専決事項） （管理部総務課長の専決事項）  

第１９条 管理部総務課長の専決事項は、次のとおりとする。 第１９条 管理部総務課長の専決事項は、次のとおりとする。 育児短時間勤務導入に

伴う専決事項の追加 

(1)～(6) （略） (1)～(6) （略）  

(7) 休暇（病気休暇、介護休暇、組合休暇並びに職員の勤

務時間、休暇等に関する条例施行規則（平成７年規則第１

５号。以下「勤務時間規則」という。）第１７条第１項の

表第１号から第３号の２まで及び第１４号から第２１号

までに掲げる特別休暇に限る。）の承認及び許可、育児休

業、育児休業の期間の延長、部分休業、配偶者同行休業及

び配偶者同行休業の期間の延長並びに自己啓発等休業及

び自己啓発等休業の期間の延長の承認に関すること。 

 

(7) 休暇（病気休暇、介護休暇、組合休暇並びに職員の勤

務時間、休暇等に関する条例施行規則（平成７年規則第

１５号。以下「勤務時間規則」という。）第１７条第１項

の表第１号から第３号の２まで及び第１４号から第２１

号までに掲げる特別休暇に限る。）の承認及び許可、育児

休業、育児休業の期間の延長、育児短時間勤務、育児短時

間勤務の期間の延長及び部分休業、配偶者同行休業及び

配偶者同行休業の期間の延長並びに自己啓発等休業及び

自己啓発等休業の期間の延長の承認に関すること。 

 

(8)～(12) （略） (8)～(12) （略）  

（教育部青少年課長の専決事項） （教育部児童生徒支援課長の専決事項） 令和７年４月１日の組

織機構 

第２２条の２ 教育部青少年課長の専決事項は、次のとおり

とする。 

第２２条の２ 教育部児童生徒支援課長の専決事項は、次の

とおりとする。 

の整備に伴う専決事項

の整理 

(1) 青少年教育及び生徒指導に関する指導及び助言に関

すること。 

(1) 生徒指導に関する指導及び助言に関すること。  

(2) 青少年教育資料の収集に関すること。   

(3) 青少年に関する社会教育関係団体への講師のあつせ

んに関すること。 

  

(4) 青少年に関する社会教育関係団体との連絡に関する   
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こと。 

(5) （略） (2) （略）  

(6) （略） (3) （略）  

（教育部生涯学習課長の専決事項） （教育部生涯学習課長の専決事項）  

第２３条 教育部生涯学習課長の専決事項は、次のとおりと

する。 

第２３条 教育部生涯学習課長の専決事項は、次のとおりと

する。 

 

(1)～(8) （略） (1)～(8) （略）  

 (9) 青少年教育に関する指導及び助言に関すること。  

 (10) 青少年教育資料の収集に関すること。  

 (11) 青少年に関する社会教育関係団体への講師のあっせ

んに関すること。 

 

 (12) 青少年に関する社会教育関係団体との連絡に関する

こと。 

 

 （管理部桜島学校教育担当課長の専決事項） 

第２３条の３ 管理部桜島学校教育担当課長の専決事項は次

のとおりとする。 

(1) 桜島学校の学校運営検討に関すること。 

桜島学校教育担当課長

の配置に伴う専決事項

の追加 

（美術館副館長等の専決事項） （美術館副館長等の専決事項）  

第２６条 （略） 第２６条 （略）  

２ 主幹の専決事項については、第２５条第２項の規定を準

用する。 

２ 主幹の専決事項については、前条第２項の規定を準用す

る。 

条文整理 

３ （略） ３ （略）  

４ 専門員の専決事項については、第２５条第３項の規定を

準用する。 

４ 専門員の専決事項については、前条第３項の規定を準用

する。 

条文整理 

（美術館副館長等不在のときの代決） （美術館副館長等不在のときの代決）  

第３９条 （略） 第３９条 （略）  

２ 主幹が専決する事項について、主幹が不在のときの代決

については、第３８条第２項の規定を準用する。 

２ 主幹が専決する事項について、主幹が不在のときの代決

については、前条第２項の規定を準用する。 

条文整理 

３ （略） ３ （略）  

４ 専門員が専決する事項について、専門員が不在のときの

代決については、第３８条第３項の規定を準用する。 

４ 専門員が専決する事項について、専門員が不在のときの

代決については、前条第３項の規定を準用する。 

条文整理 

 

14



定第６１号議案 

 

   鹿児島市教育委員会の任命に係る技能労務職員就業規則一部改正の件 

 

鹿児島市教育委員会の任命に係る技能労務職員就業規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 

 

 

 

  

15



鹿児島市教育委員会の任命に係る技能労務職員就業規則の一部を改正する規則 

                                     

 第７条の次に次の２条を加える。 

（育児短時間勤務等をしている技能労務職員の給与の取扱い） 

第７条の２ 育児短時間勤務(地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０

号。以下「育児休業法」という。）第１０条第１項に規定する育児短時間勤務をいう。以

下同じ。)をしている技能労務職員及び同法第１７条の規定による短時間勤務をしている技

能労務職員の給与の取扱いについては、鹿児島市技能労務職員就業規則の規定を準用す

る。 

（育児短時間勤務等をした技能労務職員の退職手当の取扱い） 

第７条の３ 育児短時間勤務をした技能労務職員及び育児休業法第１７条の規定による短時間

勤務をした技能労務職員の退職手当の取扱いについては、鹿児島市技能労務職員就業規則

の規定を準用する。 

付 則 

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

育児短時間勤務制度の導入に伴い、関係条文を整備するものである。 
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鹿児島市教育委員会の任命に係る技能労務職員就業規則（平成７年教育委員会規則第６号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

（育児休業等） 

第７条 （略） 

（育児休業等） 

第７条 （略） 

（育児短時間勤務等をしている技能労務職員の給与の

取扱い） 

第７条の２ 育児短時間勤務（地方公務員の育児休業等

に関する法律（平成３年法律第１１０号。以下「育児休

業法」という。）第１０条第１項に規定する育児短時間

勤務をいう。以下同じ。）をしている技能労務職員及び

同法第１７条の規定による短時間勤務をしている技能

労務職員の給与の取扱いについては、鹿児島市技能労

務職員就業規則の規定を準用する。 

 

 

育児短時間勤務等をしている

技能労務職員の給与に関する

規定の追加 

 

 

 

 

 

 

（旅費） 

第８条 （略） 

 

（育児短時間勤務等をした技能労務職員の退職手当の

取扱い） 

第７条の３ 育児短時間勤務をした技能労務職員及び育

児休業法第１７条の規定による短時間勤務をした技能

労務職員の退職手当の取扱いについては、鹿児島市技

能労務職員就業規則の規定を準用する。 

（旅費） 

第８条 （略） 

育児短時間勤務等をした技能

労務職員の退職手当に関する

規定の追加 
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定第６２号議案 

 

   鹿児島市立科学館条例施行規則一部改正の件 

 

鹿児島市立科学館条例施行規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

 １ 鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 

 

 ２ 鹿児島市立科学館条例施行規則（抜粋） 

(入館料等の減免) 

第６条 条例第６条の規定により入館料等を減免することができる場合及びその額は、次に定

めるところによる。ただし、条例別表第１及び別表第２に定める２０人以上の団体の入館料

等については適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」という。)内に居住する７０歳以上の者(月の中途において 70 歳

に達するときは、７０歳に達する日の属する月の初日において７０歳に達したものとみな

す。)が、その身分を証する書面を提示して入館するとき 条例別表第１に定める入館料

を免除 

(2)～(12) 略す  
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鹿児島市立科学館条例施行規則の一部を改正する規則 

                                   

 第６条第１項第１号中「書面」を「書面その他これに類するものとして教育委員会が認める

もの」に改める。 

付 則 

 この規則は、令和７年３月２４日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

高齢者に対する入館料の減免手続の見直しに伴い、文言の整理を行うものである。 
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鹿児島市立科学館条例施行規則（平成２年教育委員会規則第４号）新旧対照表 

現 行 改正案 備考 

(入館料等の減免) 

第 6 条 条例第 6 条の規定により

入館料等を減免することができ

る場合及びその額は、次に定め

るところによる。ただし、条例

別表第 1 及び別表第 2 に定める

20 人以上の団体の入館料等につ

いては適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」とい

う。)内に居住する 70 歳以上の

者(月の中途において 70 歳に達

するときは、70 歳に達する日

の属する月の初日において 70

歳に達したものとみなす。)

が、その身分を証する書面を提

示して入館するとき条例別表第

1 に定める入館料を免除 

 

 

(2)～(12) 略す 

(入館料等の減免) 

第 6 条 条例第 6 条の規定により

入館料等を減免することができ

る場合及びその額は、次に定め

るところによる。ただし、条例

別表第 1 及び別表第 2 に定める

20 人以上の団体の入館料等につ

いては適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」とい

う。)内に居住する 70 歳以上の

者(月の中途において 70 歳に達

するときは、70 歳に達する日の

属する月の初日において 70 歳

に達したものとみなす。)が、

その身分を証する書面その他こ

れに類するものとして教育委員

会が認めるものを提示して入館

するとき条例別表第 1 に定める

入館料を免除 

(2)～(12) 略す 

令和７年３月２４日

付け高齢者に対する

入館料の減免等手続

きの見直しに伴うも

の 
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定第６３号議案 

 

   鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則一部改正の件 

 

鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

  

１ 鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 

 

２ 鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則（抜粋） 

(観覧料の減免) 

第５条 条例第６条の規定により観覧料を減免することができる場合及びその額は、次に定め

るところによる。ただし、条例別表に定める２０人以上の団体の観覧料については適用しな

い。 

(1) 鹿児島市(以下「市」という。)内に居住する７０歳以上の者(月の中途において７０歳

に達するときは、７０歳に達する日の属する月の初日において７０歳に達したものとみな

す。)が、その身分を証する書面を提示して観覧するとき 条例別表に定める観覧料を免除 

(2)～(10) 略す 

２ 略す  
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鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則の一部を改正する規則 

                                     

 第５条第１項第１号中「書面」を「書面その他これに類するものとして教育委員会が認め

るもの」に改める。 

   付 則 

この規則は、令和７年３月２４日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

 高齢者に対する観覧料の減免手続の見直しに伴い、文言の整理を行うものである。 
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鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例施行規則（平成９年教育委員会規則第２号）新旧対照表 

現 行 改正案 備考 

(観覧料の減免) 

第 5 条 条例第 6 条の規定により

観覧料を減免することができる

場合及びその額は、次に定める

ところによる。ただし、条例別

表に定める 20 人以上の団体の観

覧料については適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」とい

う。)内に居住する 70 歳以上の

者(月の中途において 70 歳に達

するときは、70 歳に達する日

の属する月の初日において 70

歳に達したものとみなす。)

が、その身分を証する書面を提

示して観覧するとき 条例別表

に定める観覧料を免除 

 

 

(2)～(10) 略す 

2 略す 

(観覧料の減免) 

第 5 条 条例第 6 条の規定により

観覧料を減免することができる

場合及びその額は、次に定める

ところによる。ただし、条例別

表に定める 20 人以上の団体の観

覧料については適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」とい

う。)内に居住する 70 歳以上の

者(月の中途において 70 歳に達

するときは、70 歳に達する日の

属する月の初日において 70 歳

に達したものとみなす。)が、

その身分を証する書面その他こ

れに類するものとして教育委員

会が認めるものを提示して観覧

するとき 条例別表に定める観

覧料を免除 

(2)～(10) 略す 

2 略す 

令和７年３月２４日

付け高齢者に対する

観覧料等の減免等手

続きの見直しに伴う

もの 
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定第６４号議案 

 

   鹿児島市立美術館条例施行規則一部改正の件 

 

鹿児島市立美術館条例施行規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市立美術館条例施行規則の一部を改正する規則 

                                     

 第１８条第１項第１号中「書面」を「書面その他これに類するものとして教育委員会が認め

るもの」に改める。 

別表第１及び別表第２を次のように改める。 

別表第１ 付属設備使用料 

種別 単位 金額 

映写設備 プロジェクター １式１日 ７５０円 

音響設備 マイクロホン １式１日 ７５０円 

別表第２ 撮影等手数料 

区分 単位 金額 

撮影 １点１回につ

き 

 学術研究を目的と

する場合 

出版等を目的と

する場合 

モノクローム ２２０円 １，５００円 

カラー ４５０円 ３，０００円 

模写、模造  １，５００円 

   付 則 

（施行期日） 

１ この規則中、第１８条の規定は令和７年３月２４日から、別表第１及び別表第２の改正規

定は同年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の鹿児島市立美術館条例施行規則別表第１及び別表第２の規定は、この規則の施行

の日（以下「施行日」という。）以後に許可申請を受けた、令和７年１０月１日（以下「基

準日」という。）以後の使用に係る使用料について適用し、施行日前に受けた許可申請に係

る使用料及び基準日前の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

 

 

（改正理由） 

高齢者に対する観覧料等の減免手続の見直しに伴い、文言の整理を行うとともに、美術館の

付属設備使用料及び撮影等手数料の種別を整理し額を改めるものである。 
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鹿児島市立美術館条例施行規則（昭和６０年教育委員会規則第２号）新旧対照表 

現 行 改正案 備考 

(観覧料等の減免) 

第 18 条 条例第 12 条の規定により観覧料等を減免すること

ができる場合及びその額は、次に定めるところによる。た

だし、条例別表第 1 に定める 20 人以上の団体の観覧料に

ついては適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」という。)内に居住する 70 歳以

上の者(月の中途において 70 歳に達するときは、70 歳に

達する日の属する月の初日において 70 歳に達したものと

みなす。)が、その身分を証する書面を提示して観覧する

とき 条例別表第 1 に定める常設展示観覧料を免除 

 

(2)～(17) 略す 

2～3 略す 

(観覧料等の減免) 

第 18 条 条例第 12 条の規定により観覧料等を減免すること

ができる場合及びその額は、次に定めるところによる。ただ

し、条例別表第 1 に定める 20 人以上の団体の観覧料につい

ては適用しない。 

(1) 鹿児島市(以下「市」という。)内に居住する 70 歳以上

の者(月の中途において 70 歳に達するときは、70 歳に達す

る日の属する月の初日において 70 歳に達したものとみな

す。)が、その身分を証する書面その他これに類するものと

して教育委員会が認めるものを提示して観覧するとき 条

例別表第 1 に定める常設展示観覧料を免除 

(2)～(17) 略す 

2～3 略す 

令和７年３月２４日付

け高齢者に対する観覧

料等の減免等手続きの

見直しに伴うもの 

別表第１ 付属設備使用料 別表第１ 付属設備使用料  

【別記 1 参照】 【別記 1 参照】 美術館の付属設備使用

料の額の改正および字

句の整理 

別表第２ 撮影等手数料 別表第２ 撮影等手数料  

【別記 2 参照】 【別記 2 参照】 美術館の撮影等手数料

の額の改正 
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【別記1】 

現行 

種別 単位 金額 

映写設備 スライド映写機 １式１日 ５００円

１６ミリ映写機 １式１日 ５００円

音響設備 マイクロホン １式１日 ５００円

改正後 

種別 単位 金額 

映写設備 プロジェクター １式１日 ７５０円

音響設備 マイクロホン １式１日 ７５０円

【別記2】 

現行 

区分 単位 金額 

撮影 １点１回につき   学術研究を目的とする場合 出版等を目的とする場合 

モノクローム １５０円 １，０００円

カラー ３００円 ２，０００円

模写、模造 １，０００円 

改正後 

区分 単位 金額 

撮影 １点１回につき   学術研究を目的とする場合 出版等を目的とする場合 

モノクローム ２２０円 １，５００円

カラー ４５０円 ３，０００円

模写、模造 １，５００円 
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定第６５号議案 

 

   鹿児島市立学校職員懲戒等審査委員会規程一部改正の件 

 

鹿児島市立学校職員懲戒等審査委員会規程の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市立学校職員懲戒等審査委員会規程の一部を改正する訓令 

                                     

第４条第３項第６号中「教育部青少年課長」を「教育部児童生徒支援課長」に改める。 

付 則 

この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

 組織機構の整備に伴い、関係条文の整理をするものである。 
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鹿児島市立学校職員懲戒等審査員会規程（平成１４年教育長訓令第４号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

（委員会の組織） 

第４条 

１～２ 略す 

３ 委員は、次の職にある者を

もって充てる。 

 （１）～（５）略す 

 （６）教育部青少年課長 

（委員会の組織） 

第４条 

１～２ 略す 

３ 委員は、次の職にある者を

もって充てる。 

 （１）～（５）略す 

 （６）教育部児童生徒支援課

長 

組織機構の整備に

伴う関係条文の整

理 
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定第６６号議案 

 

   鹿児島市立学校体育施設の開放に関する規則一部改正の件 

 

鹿児島市立学校体育施設の開放に関する規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市立学校体育施設の開放に関する規則の一部を改正する規則 

                                     

第３条第２項中第４号を第５号とし、同項に第４号として次の１号を加える。 

(4) 施設の開放に伴う利用者の危険防止、施設の管理その他の指導にあたること。 

第４条を次のように改める。 

(利用責任者) 

第４条 利用団体は１団体につき原則２人以内の利用責任者を置くこととする。 

２ 利用責任者は、体育施設等開放に伴う利用者の危険防止及び体育施設等の適正な利用に努

めるものとする。 

第９条中「管理指導員」を「運営協議会」に改める。 

付 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

管理指導員を廃止し、利用責任者を置くことに伴い、規定を整備するものである。 
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鹿児島市立学校体育施設の開放に関する規則（昭和４９年教育委員会規則第４号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

(運営協議会) 

第３条 略す 

２ 運営協議会は、施設の開放について、教育委員会に意

見を述べるとともに、次に掲げる事項を処理するもの

とする。 

(1) 施設の利用団体の登録の審査に関すること。 

(2) 施設の利用許可等に関すること。 

(3) 教育委員会の示す施設の開放事業に関する計画に

対応する実施計画の策定及び実施に関すること。 

(4) その他施設の開放事業に関する基本事項の決定に

関すること。 

 

 

３ 略す 

 

(管理指導員) 

第４条 開放学校ごとに管理指導員を置く。 

２ 管理指導員は、教育委員会が委嘱する。 

３ 管理指導員は、教育委員会教育長の監督のもとに、施

設の開放に伴う利用者の危険防止、施設の管理その他

の指導にあたる。 

 

(取消し又は中止) 

第９条 教育委員会は、この規則若しくはこの規則に基

づく実施細則に違反し、又は管理指導員の指示に従わ

ない利用者に対しては、その利用の取消し、又は中止を

命ずるものとする。 

(運営協議会) 

第３条 略す 

２ 運営協議会は、施設の開放について、教育委員会に意

見を述べるとともに、次に掲げる事項を処理するもの

とする。 

(1) 施設の利用団体の登録の審査に関すること。 

(2) 施設の利用許可等に関すること。 

(3) 教育委員会の示す施設の開放事業に関する計画に

対応する実施計画の策定及び実施に関すること。 

(4) 施設の開放に伴う利用者の危険防止、施設の管理

その他の指導にあたること。 

(5) その他施設の開放事業に関する基本事項の決定に

関すること。 

３ 略す 

 

(利用責任者) 

第４条 利用団体は１団体につき原則２人以内の利用責

任者を置くこととする。 

２ 利用責任者は、体育施設等開放に伴う利用者の危険

防止及び体育施設等の適正な利用に努めるものとす

る。 

 

(取消し又は中止) 

第９条 教育委員会は、この規則若しくはこの規則に基

づく実施細則に違反し、又は運営協議会の指示に従わ

ない利用者に対しては、その利用の取消し、又は中止を

命ずるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営協議会の処理事項の追加 

 

 

 

 

 

 

管理指導員に係る事項を利用

責任者に係る事項へ変更 

 

 

 

 

 

 

 

文言の変更 
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定第６７号議案 

 

   鹿児島市立学校職員安全衛生管理規程一部改正の件 

 

鹿児島市立学校職員安全衛生管理規程の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市立学校職員安全衛生管理規定の一部を改正する訓令 

 

 様式第１中「校長          印」を「校長」に改める。 

 様式第２中「校長          印」を「校長」に改める。 

 様式第４中「校長          印」を「校長」に改める。  

 様式第６を次のように改める。 

  

35
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付 則 

この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

（改正理由） 

 書式の整理及び申請書類の押印見直しに伴い、規則に定める申請様式の改正を行うものであ

る。 
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鹿児島市学校職員安全衛生管理規定（平成２１年教育委員会訓令第１号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

  「印」の削除 
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現行 改正案 備考 

 

 

「印」の削除 
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現行 改正案 備考 

 

 

 「印」の削除 
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現行 改正案 備考 

 

 ・「印」の削除 

【健康診断項目】 

・「かくたん検

査」の追加 

・「血糖検査」の

追加 

・「胃の検査」の

削除 

【その他】 

・対象者数の項削

除 

・年齢別を全体数

に変更 

・「人間ドック受

検者数」の項削除 
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定第６８号議案 

 

   鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に関する

規則一部改正の件 

 

鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に関する規則

の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に関する

規則の一部を改正する規則 

                                       

第３条第２項第１号及び同条の２第１項中「谷山市民会館のホールを運動のために利用する

場合」の前に「吉田公民館、桜島公民館、郡山公民館のホールを利用する場合及び」を加え

る。 

第５条に次のただし書を加える。 

 ただし、第３条第１項ただし書の規定により申請者が使用許可の申請をしたときは、公民

館施設等使用許可証の提出は省略することができる。 

第６条の２に次の１項を加える。 

２ 前項に規定する別表に記載のない設備において、電気及びガス等を使用した場合は、その

実費相当額を使用者に負担させることができる。 

第８条第１項第８号中「体育行事等を行うために使用する場合」の次に「（使用者の半数以

上が障害者であるものに限る。）」を加える。 

別表（第６条の２関係）の１の「１ 中央公民館」を削り、表を次のように改め、同表備考

を削る。 

種別 単位 使用料 備考 

視聴覚機材 

グランドピアノ 1 台 
円  

3,500 

アップライトピアノ 1 台 1,200   

プロジェクター 1 式 1,000 三脚スクリーン付 

ビデオレコーダー 1 式 1,000 テレビ付 

ＤＶＤプレーヤー・ＤＶＤレコーダー 1 式 1,000 テレビ付 

スクリーン 1 張 1,000 ホール用 

音響関係器具 

移動ミキサー 1 式 750   

拡声装置(移動式) 1 式 750 マイク 1 本 

拡声装置(固定式) 1 式 1,500 マイク 1 本 

カセットテープレコーダー(CD) 1 式 300   

ダイレクトボックス 1 個 300   

舞台照明器具 

スポットライト(1KW) 1 個 250   

スポットライト(500W) 1 個 150   

フォロースポットライト(400W) 1 個 450   

サスペンションフライダクト 1 列 450   

ボーダーライト 1 列 600   

ホリゾントライトアッパー 1 列 450   

ホリゾントライトロアー 1 列 300   

シーリングライト 1 列 150   

別表（第６条の２関係）２から８の表及び備考を削る。 

様式第１から様式第３まで、様式第５及び様式第６を次のように改める。  

43



 

 

 

様式第1 

公民館施設等使用許可申請書 

年  月  日         

鹿児島市教育委員会  殿 

 申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL             )    

適用料金 （ 市内 ・ 市外 ）     

 次のとおり使用を許可してください。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 
   年   月   日(  曜)   時   分から 

   年   月   日(  曜)   時   分まで   日間 

入場料徴収の有無 有   無  (最高額    円) 予 定 人 員 人  

使用責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL            )  

使 用 の 施 設 等 
使 用 区 分 

※使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ・問合せに対する日時、主催者名

及び連絡先の案内 可  ・  否 

・館内利用案内板への表示 

         可  ・  否 
（いずれかに〇をしてください。） 

(  )会 議 室         円 

         円 

         円 

(  )和  室         円 

調 理 室         円 

多 目 的 室         円 

視 聴 覚 室         円 

陶芸室・工芸室         円 

※小 計   円 

※ 入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円 

※市外料金加算 施設使用料小計の  割 円 ※承 認     月  日 

※承認番号 第     号 ※延長使用加算 施設使用料小計の  割 円 

設 備  円 ※納入日   年  月  日 

※合 計   円 ※受付印 取扱者印 

※減 免 第８条-（   ）   割 円 
 

※差 引 後 の 額   円 

 備考 1 ホールの催物については催物実施計画表を提出してください。 

    2 ホール会議室等を特設するときは設計書を提出してください。 

    3 太線の中だけご記入ください。 
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様式第2 

公民館施設等使用許可証 

 

 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL          )     

適用料金 （ 市内 ・ 市外 ）     

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 
   年  月  日(  曜)  時  分から 

   年  月  日(  曜)  時  分まで   日間 

入場料徴収の有無 有  無  (最高額    円) 予 定 人 員 人  

使用責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL            )  

使 用 の 施 設 等 
使 用 区 分 

使 用 料 使 用 附 属 設 備 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ・問合せに対する日時、主催者

名及び連絡先の案内 可 ・ 否 

・館内利用案内板への表示 

          可 ・ 否 
（いずれかに〇をしてください。） 

(  )会 議 室         円 

         円 

         円 

(  )和  室         円 

調 理 室         円 

多 目 的 室         円 

視 聴 覚 室         円 

陶芸室・工芸室         円 

小 計   円 

入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円 

市 外 料 金 加 算 施設使用料小計の  割 円 承 認     月   日 

承認番号  第     号 延 長 使 用 加 算 施設使用料小計の  割 円 

設 備  円 納入日    年  月  日 

合 計   円 

減 免 第８条-（   ）   割 円 

差 引 後 の 額 円 

 上記のとおり使用するについて下記条件を付して許可する。 

      年   月   日 

鹿児島市教育委員会  印     

 使用許可の条件 
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様式第3 

公民館施設等使用許可事項変更申請書 

年  月  日           

鹿児島市教育委員会  殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL             )  

   年  月  日付で使用許可された公民館施設等の使用について下記のとおり許可事項を変更し

たいのでご承認ください。 

使用の目的   

承 認 事 項 変 更 事 項 

使用の日時 
  年  月  日 

   時  分～  時  分 
使 用の日 時 

  年  月  日 

   時  分～  時  分 

使用施設等 
使 用 区 分 

※使用料 使 用場所等 
使 用 区 分 

※使用料 
午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ホール・体育館         円 

(  ) 会議室         円 (  ) 会 議室         円 

         円          円 

(  ) 和  室         円 (  ) 和  室         円 

調 理 室         円 調 理 室         円 

多 目 的 室     円 多 目 的 室     円 

視 聴 覚 室     円 視 聴 覚 室     円 

陶芸室・工芸室         円 陶芸室・工芸室         円 

※ 小   計   円 ※ 小   計   円 

※入場料加算 施設使用料小計の 割 円 ※入場料加算 施設使用料小計の 割 円 

※市外料金加算 施設使用料小計の 割 円 ※市外料金加算 施設使用料小計の 割 円 

※延長使用加算 施設使用料小計の 割 円 ※延長使用加算 施設使用料小計の 割 円 

設 備  円 設 備  円 

※ 合   計   円 ※ 合   計   円 

※ 減   免 第８条-（  ）  割 円 ※ 減   免 第８条-（  ）  割 円 

変 更 の 理 由  

※既 納 額 円 ※変 更 額 円 

備 考   
※ 差 引  

徴 収 額  
円 

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

     2 ※印欄は記入しないでください。 
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様式第5 

公民館施設等使用料返還申請書 

年   月   日         

鹿児島市教育委員会 殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

 下記のとおり公民館施設等の使用料返還を申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使 用 の 場 所 等 
区 分 

既納の使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円   

(    )会議室         円   

         円   

         円  

(    )和 室         円  

調 理 室         円   

多 目 的 室         円   

視 聴 覚 室         円   

陶芸室・工芸室     円  

小 計   円   

※ 入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円   

※市外料金加算 施設使用料小計の  割 円   

※延長使用加算 施設使用料小計の  割 円  

設 備   円  

※合     計   円  

申 請 の 理 由   

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

     2 ※印欄は記入しないでください。 
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様式第6 

公民館施設等使用料減免申請書 

年   月   日         

鹿児島市教育委員会 殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

共催者名                 

 公民館施設等使用料の減免を受けたいので、申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使用 の 場所 及 び

附 属 設 備 
  

減免 申 請の 理 由 

 

(催しの内容を具体

的に書くこと。) 

  

※ 使 用 料 円  摘 要 

※ 減 免 額 円  

  

※ 徴 収 額 円  

※ 決 定 月 日     月     日 

※ 決 定 番 号     第     号 

備 考   

 ※印欄は記入しないでください。 
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付 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に

関する規則（以下「規則」という。）別表の規定及び様式は、この規則の施行の日（以下「施

行日」という。）以後に許可申請を受けた、令和７年１０月１日（以下「基準日」という。）

以後の使用に係る使用料について適用し、施行日前に受けた許可申請に係る使用料及び基準

日前の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

３ この規則の基準日前に改正前の規則（以下「旧規則」という。）に規定する様式により作

成された書類は、改正後の規則に規定する様式により作成された書類とみなす。 

４ この規則の基準日以後に現に旧規則に規定する様式により作成されている用紙は、当分の

間、必要な調整をして使用することができる。 

 

 

（改正理由） 

鹿児島市公民館条例の一部改正に伴い、適正な受益者負担と市民負担の公平性を確保するた

め、設備の使用料の額を改めるとともに、条文の整理をするものである。 
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鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に関する規則（昭和４８年教育委員会規則第６号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

（使用許可の申請等） （使用許可の申請等）  

第３条 （略） 第３条 （略）  

２ 公民館施設等使用許可申請書は、次の各号に掲げる使用区分に

応じ、当該各号に定める期間内に提出しなければならない。 

２ 公民館施設等使用許可申請書は、次の各号に掲げる使用区分に

応じ、当該各号に定める期間内に提出しなければならない。 

 

(1) ホールを使用する場合 使用しようとする日（以下「使用日」

という。）の属する月の６月前（谷山市民会館のホールを運動の

ために利用する場合にあつては３月前）の月の初日（その日が日

曜日、休日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に規定する休日をいう。以下同じ。）及び休館日（以下「休

館日等」という。）に当たるときは、その日後において最も近い

日で休館日等でない日）から使用日の前日（その日が休館日等に

当たるときは、その日前において最も近い日で休館日等でない

日）まで 

(1) ホールを使用する場合 使用しようとする日（以下「使用日」

という。）の属する月の６月前（吉田公民館、桜島公民館、郡山

公民館のホールを利用する場合及び谷山市民会館のホールを運

動のために利用する場合にあつては３月前）の月の初日（その日

が日曜日、休日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）に規定する休日をいう。以下同じ。）及び休館日（以下

「休館日等」という。）に当たるときは、その日後において最も

近い日で休館日等でない日）から使用日の前日（その日が休館日

等に当たるときは、その日前において最も近い日で休館日等でな

い日）まで 

条文整理 

 

（仮予約） （仮予約）  

第３条の２ ホールを使用しようとする者は、使用日の属する月の

６月前（谷山市民会館のホールを運動のために利用する場合にあつ

ては３月前）の月の初日（その日が土曜日、日曜日及び休日（以下

「休日等」という）に当たるときは、その日後において最も近い日

で休日等でない日）から、会議室等を使用しようとする者は使用日

の属する月の３月前の月の初日から、仮の使用の予約（以下「仮予

約」という。）をすることができる。 

第３条の２ ホールを使用しようとする者は、使用日の属する月の

６月前（吉田公民館、桜島公民館、郡山公民館のホールを利用する

場合及び谷山市民会館のホールを運動のために利用する場合にあ

つては３月前）の月の初日（その日が土曜日、日曜日及び休日（以

下「休日等」という）に当たるときは、その日後において最も近い

日で休日等でない日）から、会議室等を使用しようとする者は使用

日の属する月の３月前の月の初日から、仮の使用の予約（以下「仮

予約」という。）をすることができる。 

条文整理 
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（使用中止の届出） （使用中止の届出）  

第５条 条例第４条第３項の規定により、使用者が施設等の使用の

中止の届出をしようとするときは、公民館施設等使用取消届出書

（様式第４）に公民館施設等使用許可証を添えて教育委員会に提出

しなければならない。 

第５条 条例第４条第３項の規定により、使用者が施設等の使用の

中止の届出をしようとするときは、公民館施設等使用取消届出書

（様式第４）に公民館施設等使用許可証を添えて教育委員会に提

出しなければならない。ただし、第３条第１項ただし書の規定によ

り申請者が使用許可の申請をしたときは、公民館施設等使用許可

証の提出は省略することができる。 

ただし書の

追加 

（設備の使用料） （設備の使用料）  

第６条の２ （略） 第６条の２ （略）  

 ２ 前項に規定する別表に記載のない設備において、電気及びガス

等を使用した場合は、その実費相当額を使用者に負担させること

ができる。 

条文整理 

（使用料の減免の申請） （使用料の減免の申請）  

第８条 条例第７条の規定により使用料を免除又は減額することが

できる場合及びその額は、次に定めるところによる。 

第８条 条例第７条の規定により使用料を免除又は減額することが

できる場合及びその額は、次に定めるところによる。 

 

(1)～(7) （略） (1)～(7) （略）  

(8) 市内の障害者（身体障害者福祉法に基づく身体障害者手帳又

は精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている者をいう。）の

団体が芸術文化行事、体育行事等を行うために使用する場合で、

教育委員会が必要と認めるとき 使用料の５割相当額の減額 

(8) 市内の障害者（身体障害者福祉法に基づく身体障害者手帳又

は精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている者をいう。）の

団体が芸術文化行事、体育行事等を行うために使用する場合（使

用者の半数以上が障害者であるものに限る。）で、教育委員会が

必要と認めるとき 使用料の５割相当額の減額 

条文整理 

別表（第６条の２関係） 別表（第６条の２関係） 別表修正及

び備考削除 

１ 中央公民館   

【別記1 参照】 【別記1 参照】  

備考 電気使用料は、上表に掲げる使用料の１割相当額とする。   

２～８ 

 【別記2 参照】 

  備考 電気使用料は、上表に掲げる使用料の１割相当額とする。 

 【別記2 参照】 別表２～８

及び別表備

考削除 
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鹿児島市公民館運営審議会の組織及び運営並びに鹿児島市公民館条例の施行等に関する規則（昭和４８年教育委員会規則第６号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

様式１ 様式１ 文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第1 

公民館施設等使用許可申請書 

年  月  日          

鹿児島市教育委員会  殿 

住 所                   

団体名                   

氏 名                   

(TEL          )      

 次のとおり使用を許可してください。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 

   年  月  日(  曜)  時  分から 

                        日間 

   年  月  日(  曜)  時  分まで 

入場料徴収の有無 有 無(1人   円) 参集予定人員 人     

会場責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL         )  

使 用 の 場 所 等 
使 用 区 分 

※使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホ ー ル         円 

  

ホール兼体育館         円 

(  )会 議 室         円 

(  )研 修 室         円 

          円 

視 聴 覚 室         円 

(    )和 室         円 

調 理 室         円 

※小 計   円 

※冷 暖 房 費 上記使用料の    割 円 

※承 認  月  日 

※承認番号 

設 備         円 

ホール兼体育館の

照 明 設 備 
        円 

※合 計   円 ※納入月日  年  月  日 

※使用附属設備   ※受付印 

取扱者印 

  

ホール使用につい

ての打ち合せ期日 
月  日  時 担当者氏名 

(TEL         ) 

 備考 1 ホールの催物については催物実施計画表を提出してください。 

    2 ホール会議室等を特設するときは設計書を提出してください。 

    3 ※印欄は記入しないでください。 

様式第1 

公民館施設等使用許可申請書 

年  月  日         

鹿児島市教育委員会  殿 

 申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL             )    

適用料金 （ 市内 ・ 市外 ）     

 次のとおり使用を許可してください。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 
   年   月   日(  曜)   時   分から 

   年   月   日(  曜)   時   分まで   日間 

入場料徴収の有無 有   無  (最高額    円) 予 定 人 員 人  

使用責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL            )  

使 用 の 施 設 等 
使 用 区 分 

※使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ・問合せに対する日時、主催者名

及び連絡先の案内 可  ・  否 

・館内利用案内板への表示 

         可  ・  否 
（いずれかに〇をしてください。） 

(  )会 議 室         円 

         円 

         円 

(  )和  室         円 

調 理 室         円 

多 目 的 室         円 

視 聴 覚 室         円 

陶芸室・工芸室         円 

※小 計   円 

※ 入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円 

※市外料金加算 施設使用料小計の  割 円 ※承 認     月  日 

※承認番号 第     号 ※延長使用加算 施設使用料小計の  割 円 

設 備  円 ※納入日   年  月  日 

※合 計   円 ※受付印 取扱者印 

※減 免 第８条-（   ）   割 円 
 

※差 引 後 の 額   円 

 備考 1 ホールの催物については催物実施計画表を提出してください。 

    2 ホール会議室等を特設するときは設計書を提出してください。 

    3 太線の中だけご記入ください。 
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様式２ 

 

 

 

 

 

 

様式２ 

 

 

 

 

 

文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第2 

公民館施設等使用許可証 

 

住 所                   

団体名                   

氏 名                   

 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 

   年  月  日(  曜)  時  分から 

                        日間 

   年  月  日(  曜)  時  分まで 

入場料徴収の有無 有 無(1人   円) 参集予定人員 人     

会場責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL         )  

使 用 の 場 所 等 
使 用 区 分 

使 用 料 使 用 附 属 設 備 
午前 午後 夜間 全日 

ホ ー ル         円 

  

ホール兼体育館         円 

(  )会 議 室         円 

(  )研 修 室         円 

          円 

視 聴 覚 室         円 

(    )和 室         円 

調 理 室         円 

小 計   円 

冷 暖 房 費 上記使用料の    割 円 

承 認    月   日 

承認番号   第   号 

設 備         円 

ホール兼体育館の

照 明 設 備 
        円 

合 計   円 
納入月日  年  月  日 

 上記のとおり使用するについて下記条件を付して許可する。 

      年   月   日 

鹿児島市教育委員会  印      

 使用許可の条件 

様式第2 

公民館施設等使用許可証 

 

 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL          )     

適用料金 （ 市内 ・ 市外 ）     

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時 
   年  月  日(  曜)  時  分から 

   年  月  日(  曜)  時  分まで   日間 

入場料徴収の有無 有  無  (最高額    円) 予 定 人 員 人  

使用責任者住所

氏名及び連絡先 (TEL            )  

使 用 の 施 設 等 
使 用 区 分 

使 用 料 使 用 附 属 設 備 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ・問合せに対する日時、主催者

名及び連絡先の案内 可 ・ 否 

・館内利用案内板への表示 

          可 ・ 否 
（いずれかに〇をしてください。） 

(  )会 議 室         円 

         円 

         円 

(  )和  室         円 

調 理 室         円 

多 目 的 室         円 

視 聴 覚 室         円 

陶芸室・工芸室         円 

小 計   円 

入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円 

市 外 料 金 加 算 施設使用料小計の  割 円 承 認     月   日 

承認番号  第     号 延 長 使 用 加 算 施設使用料小計の  割 円 

設 備  円 納入日    年  月  日 

合 計   円 

減 免 第８条-（   ）   割 円 

差 引 後 の 額 円 

 上記のとおり使用するについて下記条件を付して許可する。 

      年   月   日 

鹿児島市教育委員会  印     

 使用許可の条件 
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様式３ 

 

 

 

 

 

 

 

様式３ 

 

 

 

 

 

 

文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第3 

公民館施設等使用許可事項変更申請書 

年  月  日            

鹿児島市教育委員会  殿 

住 所                   

団体名                   

氏 名                   

(TEL          )      

   年  月  日付で使用許可された公民館施設等の使用について下記のとおり許可事項を変更し

たいのでご承認ください。 

使用 の目 的   

承 認 事 項 変 更 事 項 

使用 の日 時 
  年  月  日 

   時  分～  時  分 
使 用の 日 時 

  年  月  日 

   時  分～  時  分 

使用の場所等 
使 用 区 分 

※使用料 使用の場所等 
使 用 区 分 

※使用料 
午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 

ホ ー ル         円 ホ ー ル         円 

ホ ー ル 兼

体 育 館 
        円 

ホ ー ル 兼

体 育 館 
        円 

( )会 議 室         円 ( )会 議 室         円 

( )研 修 室         円 ( )研 修 室         円 

          円           円 

視 聴 覚 室         円 視 聴 覚 室         円 

(  )和 室         円 (  )和 室         円 

調 理 室         円 調 理 室         円 

小 計   円 小 計   円 

冷 暖 房 費 上記使用料の 割 円 冷 暖 房 費 上記使用料の 割 円 

設 備 円 設 備 円 

ホール兼体育

館の照明設備 
円 

ホール兼体育

館の照明設備 
円 

徴 収 額 円 決 定 額 円 

備 考   
差 し 引 き

徴 収 額 
円 

変更 の理 由   

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

     2 ※印欄は記入しないでください。 

様式第3 

公民館施設等使用許可事項変更申請書 

年  月  日           

鹿児島市教育委員会  殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

(TEL             )  

   年  月  日付で使用許可された公民館施設等の使用について下記のとおり許可事項を変更し

たいのでご承認ください。 

使用の目的   

承 認 事 項 変 更 事 項 

使用の日時 
  年  月  日 

   時  分～  時  分 
使用の日時 

  年  月  日 

   時  分～  時  分 

使用施設等 
使 用 区 分 

※使用料 使用場所等 
使 用 区 分 

※使用料 
午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円 ホール・体育館         円 

(  ) 会 議 室         円 (  ) 会 議 室         円 

         円          円 

(  ) 和  室         円 (  ) 和  室         円 

調 理 室         円 調 理 室         円 

多 目 的 室     円 多 目 的 室     円 

視 聴 覚 室     円 視 聴 覚 室     円 

陶芸室・工芸室         円 陶芸室・工芸室         円 

※ 小   計   円 ※ 小   計   円 

※入場料加算 施設使用料小計の 割 円 ※入場料加算 施設使用料小計の 割 円 

※市外料金加算 施設使用料小計の 割 円 ※市外料金加算 施設使用料小計の 割 円 

※延長使用加算 施設使用料小計の 割 円 ※延長使用加算 施設使用料小計の 割 円 

設 備  円 設 備  円 

※ 合   計   円 ※ 合   計   円 

※ 減   免 第８条-（  ）  割 円 ※ 減   免 第８条-（  ）  割 円 

変 更 の 理 由  

※既 納 額 円 ※変 更 額 円 

備 考   
※ 差 引  

徴 収 額  
円 

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

     2 ※印欄は記入しないでください。 
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様式５ 

 

 

 

 

 

様式５ 

 

 

 

 

文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第5 

公民館施設等使用料返還申請書 

年   月   日          

鹿児島市教育委員会 殿 

住 所                   

団体名                   

氏 名                   

 下記のとおり公民館施設等の使用料返還を申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使 用 の 場 所 等 
区 分 

既納の使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホ ー ル         円   

ホール兼体育館         円   

(    )会議室         円 

  (    )研修室         円 

            

視 聴 覚 室         円   

(    )和 室         円   

調 理 室         円   

小 計   円   

冷 暖 房 費 上記使用料の  割 円   

設 備   円 

  
ホール兼体育館の

照 明 設 備 
  円 

合 計   円 

申 請 の 理 由   

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

様式第5 

公民館施設等使用料返還申請書 

年   月   日         

鹿児島市教育委員会 殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

 下記のとおり公民館施設等の使用料返還を申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使 用 の 場 所 等 
区 分 

既納の使用料 備 考 
午前 午後 夜間 全日 

ホール・体育館         円   

(    )会議室         円   

         円   

         円  

(    )和 室         円  

調 理 室         円   

多 目 的 室         円   

視 聴 覚 室         円   

陶芸室・工芸室     円  

小 計   円   

※ 入 場 料 加 算 施設使用料小計の  割 円   

※市外料金加算 施設使用料小計の  割 円   

※延長使用加算 施設使用料小計の  割 円  

設 備   円  

※合     計   円  

申 請 の 理 由   

  備考 1 公民館施設等使用許可証を添付してください。 

     2 ※印欄は記入しないでください。 
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様式６ 

 

 

 

様式６ 

 

 

 

文言整理 

 

 

 

 

 

  

様式第6 

公民館施設等使用料減免申請書 

年   月   日          

鹿児島市教育委員会 殿 

住 所                   

団体名                   

氏 名                   

共催者名                  

 

 公民館施設等使用料の減免を受けたいから申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使用の場所及 び

附 属 設 備 
  

減免申請の理 由 

 

(催しの内容を具体

的に書くこと。) 

  

※ 使 用 料 円  摘 要 

※ 減 免 額 円  

  

※ 徴 収 額 円  

※ 決 定 月 日     月     日 

※ 決 定 番 号     第     号 

備 考   

 ※印欄は記入しないでください。 

様式第6 

公民館施設等使用料減免申請書 

年   月   日         

鹿児島市教育委員会 殿 

申 請 者 住 所                  

団体名                  

氏 名                  

共催者名                 

 公民館施設等使用料の減免を受けたいので、申請します。 

使 用 の 目 的   

使 用 の 日 時   

使用 の場所及び

附 属 設 備 
  

減免 申請の理由 

 

(催しの内容を具体

的に書くこと。) 

  

※ 使 用 料 円  摘 要 

※ 減 免 額 円  

  

※ 徴 収 額 円  

※ 決 定 月 日     月     日 

※ 決 定 番 号     第     号 

備 考   

 ※印欄は記入しないでください。 
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【別記1】 
 現行 
１ 中央公民館 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
スライド映写機 〃 １，０００〃 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 移動ミキサー １式 ５００ 
拡声装置（移動式） 〃 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 

有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 
ダイレクトボックス １個 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
〃(500W) 〃 １００ 
フォロースポットライト(400W) １個 ３００ 
サスペンションライトダクト 〃 ４００ 
ボーダーライト 〃 ４００ 
ホリゾントライトアッパー 〃 ３００ 
ホリゾントライトロアー 〃 ２００ 

 
改正案 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

３，５００
 

アップライトピアノ １台 １，２００ 
プロジェクター １式 １，０００三脚スクリーン付 
ビデオレコーダー １式 １，０００テレビ付 
ＤＶＤプレイヤー・ＤＶＤレコーダー １式 １，０００テレビ付 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 移動ミキサー １式 ７５０ 
拡声装置（移動式） １式 ７５０マイク１本 
拡声装置（固定式） １式 １，５００マイク１本 
カセットテープレコーダー（CD） １式 ３００ 
ダイレクトボックス １個 ３００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２５０ 
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スポットライト(500W) １個 １５０ 
フォロースポットライト(400W) １個 ４５０ 
サスペンションフライダクト １列 ４５０ 
ボーダーライト １列 ６００ 
ホリゾントライトアッパー １列 ４５０ 
ホリゾントライトロアー １列 ３００ 
シーリングライト １列 １５０ 

 
【別記2】 
２ 谷山市民会館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

アップライトピアノ 〃 １，０００〃 
１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
スライド映写機 〃 １，０００〃 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 拡声装置（移動式） １式 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
〃(500W) 〃 １００ 
サスペンションライトダクト １列 ４００ 
ボーダーライト 〃 ４００ 
ホリゾントライトアッパー 〃 ３００ 
ホリゾントライトロアー 〃 ２００ 
シーリングライト 〃 ２００ 

 
改正案 
削除 
 
３ 鴨池公民館、城西公民館、吉野公民館、伊敷公民館、武・田上公民館、東桜島公民館及び谷山北公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 アップライトピアノ １台 円

１，０００
調律費を含まず 

１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
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スライド映写機 〃 １，０００〃 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 

音響関係器具 拡声装置（移動式） １式 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

 
改正案 
削除 
 
４ 吉田公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 アップライトピアノ １台 円

１，０００
調律費を含まず 

プロジェクター １式 ２，０００三脚スクリーン付き 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 拡声装置（移動式） １式 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD，MD） １式 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
〃(500W) 〃 １００ 

 
改正案 
 削除 
 
５ 桜島公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

プロジェクター １式 ２，０００三脚スクリーン付 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
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スクリーン １張 １，０００ホール用 
音響関係器具 拡声装置（移動式） １式 ５００マイク１本 

拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

 
改正案 
 削除 
 
６ 喜入公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 移動ミキサー １式 ５００ 
拡声装置（移動式） 〃 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
サスペンションライトダクト １列 ４００ 
ボーダーライト 〃 ４００ 

 
改正案 
 削除 
 
７ 松元公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
スライド映写機 〃 １，０００〃 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
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三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 移動ミキサー １式 ５００ 
拡声装置（移動式） 〃 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
〃(500W) 〃 １００ 
サスペンションライトダクト １列 ４００ 
ボーダーライト 〃 ４００ 
ホリゾントライトアッパー 〃 ３００ 
ホリゾントライトロアー 〃 ２００ 
シーリングライト 〃 ２００ 

 
改正案 
 削除 
 
８ 郡山公民館 
現行 

種別 単位 使用料 備考 
視聴覚機材 グランドピアノ １台 円

２，５００
調律費を含まず 

１６mm映写機 １式 ２，５００三脚スクリーン付き 
スライド映写機 〃 １，０００〃 
プロジェクター 〃 ２，０００〃 
ビデオレコーダー 〃 ２，０００テレビ付 
OHP 〃 １，０００三脚スクリーン付 
三脚スクリーン １脚 ３００研修室固定式を含む 
スクリーン １張 １，０００ホール用 

音響関係器具 移動ミキサー １式 ５００ 
拡声装置（移動式） 〃 ５００マイク１本 
拡声装置（固定式） 〃 １，０００〃 
有線マイク １本 ３００ 
ワイヤレスマイク 〃 ４００ 
カセットテープレコーダー（CD・MD） １式 ２００ 

舞台照明器具 スポットライト(1KW) １個 ２００ 
サスペンションライトダクト １列 ４００ 
ボーダーライト 〃 ４００ 
ホリゾントライトロアー 〃 ２００ 

改正案 
 削除 
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定第６９号議案 

 

   鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則一部改正の件 

 

鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則の一部を別紙のとおり改正する。 

 

   令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

   鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

(鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務) 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務及び鹿

児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下「教育委員会事

務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行させる事務を除

き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）に委任

する。 

 (1) 略す 

 (2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 (3)～(20) 略す 
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鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則の一部を改正する規則 

                                       

 第１０条第２項中「当該通知の画面」の次に「または、その身分を証明する書類その他これ

に類するものとして教育委員会が認めるもの」を加える。 

 第１５条第１項第７号中「施設等を使用する場合」の次に「（使用者の半数以上が障害者で

あるものに限る。）」を加える。 

 別表中、  

「 

 C セット 1 式 1,800 

ボーダーライト 1 列 500 

                                         」 

を 

「  

 C セット 

舞台照明調整装置 

DMX 回線装置 

1 式 

1 式  

1 式 

1,800

400

200

 

ボーダーライト 1 列 500 

                                         」 

に改め、同表中 

「 

 フロントサイドスポットライト 

エリプソイダルスポットライト 

センターフォロースポットライト 

1 台 

1 台 

1 台 

150

150

600

  

                                         」 

を 

「 

 フロントサイド LED ムービングラ

イト 

エリプソイダルスポットライト 

ゴボローテーターマシン 

センターフォロースポットライト 

1 台 

 

1 台 

1 台 

1 台 

330

 

150

60

600

 

                                         」 

に改め、同表中 

「 

 ミラーボール 

フィルター 

カラーチェンジャー 

1 台 

1 枚 

1 台 

300

50

50
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                                         」 

を 

「 

 ミラーボール 

LED ムービングライト 

LED スポットライト 

スタンド 

フィルター 

1 台 

1 台 

1 台 

1 本 

1 枚 

300

330

160

30

50

  

                                         」 

に改め、同表中 

「 

 CD プレーヤー 1 台 300  

MD プレーヤー 1 台 300 

デジタルオーディオテープレコー

ダー 

1 台 300  

3 点吊りマイク装置 1 式 300  

エコーマシン 1 台 300  

ハネ返りスピーカー 1 台 400  

                                         」 

を 

「 

 CD プレーヤー 

メモリーレコーダー 

1 台 

1 台 

300

200

  

3 点吊りマイク装置 1 式 300  

ハネ返りスピーカー 1 台 400  

                                         」 

に改める。 

第２条 鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則の一部を次のように改正する。 

第８条第１項中「、情報活用セミナー室」を削る。 

  別表を次のように改める。 

名称 単位 使用料 

(単位：円) 

備考 

種別 品目 

舞 台

関 係

設 備

及 び

音響反射板 1 式 2,400  

平台 1 枚 70  

上敷 1 枚 150  

地絣 1 枚 1,050  
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備品 

  

紗幕 1 枚 600  

屏風(金、銀、鳥の子) 1 双 1,200  

緋毛せん 1 枚 150  

松羽目(ドロップ) 1 枚 1,200  

演台 1 台 450  

司会者用演台 1 台 150  

指揮者台 1 台 230  

指揮者用譜面台 1 台 70 

楽団員用譜面台 1 台 70  

ピアノ用椅子 1 脚 70  

スタッキング椅子 1 脚 70 

コントラバス用椅子 1 脚 70  

ドライアイスマシン 1 台 300  

式典用机 1 脚 70  

折りたたみ机 1 脚 70  

折りたたみ椅子 1 脚 70  

ホワイトボード 1 台 70  

めくり台 1 台 70  

姿見 1 面 70  

座布団 1 枚 70  

国旗・市旗 1 旗 70  

舞 台

照 明

関 係

設 備

及 び

備品 

A セット 1 式 7,500  

B セット 1 式 4,950  

C セット 1 式 2,700  

舞台照明調整装置 1 式 600 

DMX 回線装置 1 式 300 

ボーダーライト 1 列 750  

サスぺンションフライダクト 1 列 300  

スポットライト(0.5KW) 1 台 70  

スポットライト(1KW) 1 台 150  

シーリングスポットライト(1KW) 1 台 150  

アッパーホリゾントライト 1 列 1,500  

ロアーホリゾントライト 1 列 900  

フロントサイド LED ムービングライト 1 台 500  

エリプソイダルスポットライト 1 台 220  

ゴボローテーターマシン 1 台 100 
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センターフォロースポットライト 1 台 900  

エフェクトマシン 1 式 750  

ミラーボール（丸形 450Φ） 1 台 450  

LED ムービングライト 

LED スポットライト 

スタンド 

1 台 

1 台 

1 本 

500

250

50

  

フィルター 1 枚 70  

舞 台

音 響

関 係

設 備

及 び

備品 

音響調整装置 1 式 1,650  

カセットテープレコーダー 1 台 450  

CD プレーヤー 1 台 450  

メモリーレコーダー 1 台 300  

3 点吊りマイク装置 1 式 450  

ステージスピーカー 1 組 1,200  

フロアモニタースピーカー 1 台 600  

ダイレクトボックス 1 個 450  

音声ライン入力設備 1 回路 300  

音声ライン出力設備 1 式 1,500  

ワイヤレスマイク 1 本 900  

ダイナミックマイク 1 本 450  

コンデンサーマイク 1 本 600  

ワンポイントステレオマイク 1 本 1,200  

マイクスタンド 1 本 70  

映 写

設備 

スクリーン 

ビデオプロジェクター 

1 枚 

1 式 

1,000

2,000

 

講堂 

ビデオプロジェクター 1 式 750研修室 

楽器 グランドピアノ(スタインウェイ) 1 台 7,500 

グランドピアノ(国産) 1 台 4,200 

アップライトピアノ 1 台 1,500  

ドラムセット 1 式 450  

そ の

他 

展示パネル 

受付用机 

受付用パイプ椅子 

持込器具 

特殊電源使用料 

1 枚 

1 脚 

1 脚 

1KWにつき

1 式 

70

70

70

300

800 

  

様式第２（その１）から様式第３（その２）までを次のように改める。  
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様式第2(その1)(第8条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂用) 

 

年  月  日  

   鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員     人 
使 用 料 

講 堂 円 

附 帯 施 設 
□使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、2) 円 

特 別 の 設 備 □使用する（           ） 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場料等によ

る加算額 

(  )％ 

  円 

超 過 使 用 □あり(  時  分 ～  時  分) 

□なし 
超過使用料 円 

附 属 設 備 等 
□使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第１5条（ ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
   時    分  ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称 
  

  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

打 合 せ 予 定   年  月  日( 曜)  時  分から 

申 請 番 号   許可年月日  

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 使用目的によっては、別途資料の添付をお願いする場合があります。 
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様式第2(その2)(第8条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂以

外の施設用) 
  

年  月  日  

  鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員              人 使 用 料 

特別 の 設備 □使用する （         ） 

□使用しない 
施 設使 用料 円 

入 場 料 等 □あり(最高額      円) 

□なし 

入場料等に 

よ る加 算額 

(  )％

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超 過使 用料 

(  )％ 

円 

附属 設 備等 □使用する 

□プロジェクター □ドラムセット 

□アップライトピアノ 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
   時   分 ～    時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

申 請 番 号  許 可 年 月 日  

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 使用目的によっては、別途資料の添付をお願いする場合 
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様式第3(その1)(第10条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂用) 

 

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先   (  )  － 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先   (  ) 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員    人 
使 用 料 

講 堂 円 
附 帯 施 設 □使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、 2) 円 

特 別 の 設 備 □使用する （           ） 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場料等に

よる加算額 

(  )％ 

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超過使用料 

円 

附 属 設 備 等 □使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
   時   分  ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

打 合 せ 予 定    年  月  日( 曜)  時  分から 

申 請 番 号  許 可 年 月 日  

許可条件等 
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様式第3(その2)(第10条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂以外の

施設用) 
  

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ  

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員      人 使 用 料 

特 別の 設備 □使用する (          ) 

□使用しない 
施 設使 用料 

円 

入 場 料 等 □あり(最高額      円) 

□なし 

入場料等に 

よ る加 算額 

(  )％

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～   時  分) 

□なし 
超 過使 用料 (  )％ 

円 

附 属設 備等 □使用する 

□プロジェクター □ドラムセット 

□アップライトピアノ 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
時   分 ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

申 請 番 号  許可 年月日  

許可条件等 
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付 則 

（施行規則） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則（以下「規則」という。）第２条別表の規

定及び様式は、この規則の施行日（以下「施行日」という。）以後に許可申請を受けた、令

和７年１０月１日（以下「基準日」という。）以後の使用に係る使用料について適用し、施

行日前に受けた許可申請に係る使用料及び基準日前の使用に係る使用料については、なお従

前の例による。 

３ この規則の基準日前に改正前の規則（以下「旧規則」という。）に規定する様式により作

成された書類は、改正後の規則に規定する様式により作成された書類とみなす。 

４ この規則の基準日以後に現に旧規則に規定する様式により作成されている用紙は、当分の

間、必要な調整をして使用することができる。 

 

 

（改正理由） 

生涯学習プラザ講堂改修に伴い、附属設備及び備品使用料の整理を行うとともに、同プラザ

条例の一部改正に伴い、適正な受益者負担と市民負担の公平性を確保するため、附属設備及び

備品使用料について改定等をするものである。  
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鹿児島市生涯学習プラザ条例施行規則（平成１２年教育委員会規則第１８号）新旧対照表 

現行 改正案 備考 

令和７年４月１日改正   

（使用許可書の交付） （使用許可書の交付）  

第１０条 （略） 第１０条 （略）  

２ 前項ただし書の規定により予約システムにより使用の許可を
通知された者は、施設の使用に際し、携帯電話等で予約システム
の当該通知の画面を提示しなければならない。 

２ 前項ただし書の規定により予約システムにより使用の許可を
通知された者は、施設の使用に際し、携帯電話等で予約システ
ムの当該通知の画面または、その身分を証明する書類その他こ
れに類するものとして教育委員会が認めるものを提示しなけれ
ばならない。 

条文整理 

（使用料の減免） （使用料の減免）  

第１５条 条例第９条の規定により使用料を減免することができ
る場合及びその額は、次に定めるところによる。 

第１５条 条例第９条の規定により使用料を減免することができ
る場合及びその額は、次に定めるところによる。 

 

(1)～(6) （略） (1)～(6) （略）  

(7) 市内の障害者（身体障害者福祉法に基づく身体障害者手帳
又は精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている者をい
う。）の団体が施設等を使用する場合で、教育委員会が必要と
認めるとき 使用料の５０パーセント相当額を減額 

(7) 市内の障害者（身体障害者福祉法に基づく身体障害者手帳
又は精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている者をい
う。）の団体が施設等を使用する場合（使用者の半数以上が
障害者であるものに限る。）で、教育委員会が必要と認める
とき 使用料の５０パーセント相当額を減額 

条文整理 

(8)～(11) （略） (8)～(11) （略）  

２ （略） 
令和７年１０月１日適用 
（使用許可の申請等） 
第８条 条例第５条第１項の規定により施設等の使用許可を受け
ようとする者（食工房、生活工房、マルチメディア学習室、情報
活用セミナー室又は多目的フロア（以下「食工房等」という。）
を一部使用しようとする者を除く。以下「申請者」という。）は、
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書（様式第２（その
１）又は様式第２（その２）。以下「使用許可申請書」という。）
を教育委員会に提出しなければならない。ただし、公共施設予約
システム（以下「予約システム」という。）により使用許可の申
請をした者は、使用許可申請書を提出したものとみなす。 

２・３ （略） 

２ （略） 
 
（使用許可の申請等） 
第８条 条例第５条第１項の規定により施設等の使用許可を受け
ようとする者（食工房、生活工房、マルチメディア学習室又は
多目的フロア（以下「食工房等」という。）を一部使用しようと
する者を除く。以下「申請者」という。）は、鹿児島市生涯学習
プラザ施設等使用許可申請書（様式第２（その１）又は様式第
２（その２）。以下「使用許可申請書」という。）を教育委員会
に提出しなければならない。ただし、公共施設予約システム（以
下「予約システム」という。）により使用許可の申請をした者
は、使用許可申請書を提出したものとみなす。 

２・３ （略） 

      
条文整理 
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別表（第１３条関係） 

現行 

名称 単位 使用料 
（単位：円） 

備考 
種別 品目 

舞台関係
設備及び
備品 

音響反射板 １式 １，６００  
平台 １枚 ５０  
箱馬、開き足 １台 ５０  
人形立 １本 ５０  
上敷 １枚 １００  
地絣 １枚 ７００  
紗幕 １枚 ４００  
屏風（金、銀、鳥の子） １双 ８００  
緋毛せん １枚 １００  
松羽目（ドロップ） １枚 ８００  
演台 １台 ３００  
司会者用演台 １台 １００  
指揮者台 １台 ２００  
楽団員用譜面台 １台 ５０  
楽団員用椅子 １脚 ５０  
コントラバス用椅子 １脚 ５０  
ドライアイスマシン １台 ２００  
式典用机 １脚 ５０  
折りたたみ机 １脚 ５０  
折りたたみ椅子 １脚 ５０  
ホワイトボード １台 ５０  
めくり台 １台 ５０  
姿見 １面 ５０  
座布団 １枚 ５０  
国旗・市旗 １旗 ５０  

舞台照明
関係設備
及び備品 

Aセット １式 ５，０００  
Bセット １式 ３，３００  
Cセット １式 １，８００  
ボーダーライト １列 ５００  
サスぺンションフライダクト １列 ２００  
スポットライト（０．５KW） １台 ５０  
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スポットライト(1KW) １台 １００  
シーリングスポットライト(1KW) １台 １５０  
アッパーホリゾントライト １列 １，０００  
ロアーホリゾントライト １列 ６００  
フロントサイドスポットライト １台 １５０  
エリプソイダルスポットライト １台 １５０  
センターフォロースポットライト １台 ６００  
エフェクトマシン １式 ５００  
ミラーボール １台 ３００  
フィルター １枚 ５０  
カラーチェンジャー １台 ５０  

舞台音響
関係設備
及び備品 

音響調整装置 １式 １，１００  
カセットテープレコーダー １台 ３００  
CDプレーヤー １台 ３００  
MDプレーヤー １台 ３００  
デジタルオーディオテープレコーダー １台 ３００  
３点吊りマイク装置 １式 ３００  
エコーマシン １台 ３００  
ハネ返りスピーカー １台 ４００  
フロアモニタースピーカー １台 ４００  
ワイヤレスマイク １本 ６００  
ダイナミックマイク １本 ３００  
コンデンサーマイク １本 ４００  
ワンポイントステレオマイク １本 ８００  
マイクスタンド １本 ５０  

映写設備 ビデオプロジェクター １式 ２，０００講堂 
ビデオプロジェクター １式 １，０００エントランスホール 
ビデオプロジェクター １式 ５００研修室 

楽器 グランドピアノ（スタインウェイ） １台 ５，０００ 
グランドピアノ（国産） １台 ２，８００ 
アップライトピアノ １台 １，０００  
ドラムセット １式 ３００  

その他 展示パネル １枚 ５０  
持込器具 １KWにつき ２００  
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 別表（第１３条関係） 
改正後（令和７年４月１日施行） 

名称 単位 使用料 
（単位：円） 

備考 
種別 品目 

舞台関係
設備及び
備品 

音響反射板 １式 １，６００  
平台 １枚 ５０  
箱馬、開き足 １台 ５０  
人形立 １本 ５０  
上敷 １枚 １００  
地絣 １枚 ７００  
紗幕 １枚 ４００  
屏風（金、銀、鳥の子） １双 ８００  
緋毛せん １枚 １００  
松羽目（ドロップ） １枚 ８００  
演台 １台 ３００  
司会者用演台 １台 １００  
指揮者台 １台 ２００  
楽団員用譜面台 １台 ５０  
楽団員用椅子 １脚 ５０  
コントラバス用椅子 １脚 ５０  
ドライアイスマシン １台 ２００  
式典用机 １脚 ５０  
折りたたみ机 １脚 ５０  
折りたたみ椅子 １脚 ５０  
ホワイトボード １台 ５０  
めくり台 １台 ５０  
姿見 １面 ５０  
座布団 １枚 ５０  
国旗・市旗 １旗 ５０  

舞台照明
関係設備
及び備品 

Aセット １式 ５，０００  
Bセット １式 ３，３００  
Cセット １式 １，８００  
舞台照明調整装置 １式 ４００ 
DMX回線装置 １式 ２００ 
ボーダーライト １列 ５００  
サスぺンションフライダクト １列 ２００  
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スポットライト（０．５KW） １台 ５０  
スポットライト(1KW) １台 １００  
シーリングスポットライト(1KW) １台 １５０  
アッパーホリゾントライト 
ロアーホリゾントライト 

１列 
１列 

１，０００
６００

  

フロントサイドLEDムービングライト １台 ３３０  
エリプソイダルスポットライト １台 １５０  
ゴボローテーターマシン １台 ６０ 
センターフォロースポットライト １台 ６００  
エフェクトマシン １式 ５００  
ミラーボール １台 ３００  
LEDムービングライト １台 ３３０ 
LEDスポットライト １台 １６０ 
スタンド １本 ３０ 
フィルター １枚 ５０  

舞台音響
関係設備
及び備品 

音響調整装置 １式 １，１００  
カセットテープレコーダー １台 ３００  
CDプレーヤー 
メモリーレコーダー 

１台 
１台 

３００
２００

  

３点吊りマイク装置 １式 ３００  
ハネ返りスピーカー １台 ４００  
フロアモニタースピーカー １台 ４００  
ワイヤレスマイク １本 ６００  
ダイナミックマイク １本 ３００  
コンデンサーマイク １本 ４００  
ワンポイントステレオマイク １本 ８００  
マイクスタンド １本 ５０  

映写設備 ビデオプロジェクター １式 ２，０００講堂 
ビデオプロジェクター １式 １，０００エントランスホール 
ビデオプロジェクター １式 ５００研修室 

楽器 グランドピアノ（スタインウェイ） １台 ５，０００ 
グランドピアノ（国産） １台 ２，８００ 
アップライトピアノ １台 １，０００  
ドラムセット １式 ３００  

その他 展示パネル １枚 ５０  
持込器具 １KWにつき ２００  
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別表（第１３条関係） 
令和７年４月１日施行後 

名称 単位 使用料 
（単位：円） 

備考 
種別 品目 

舞台関係
設備及び
備品 

音響反射板 １式 １，６００  
平台 １枚 ５０  
箱馬、開き足 １台 ５０  
人形立 １本 ５０  
上敷 １枚 １００  
地絣 １枚 ７００  
紗幕 １枚 ４００  
屏風（金、銀、鳥の子） １双 ８００  
緋毛せん １枚 １００  
松羽目（ドロップ） １枚 ８００  
演台 １台 ３００  
司会者用演台 １台 １００  
指揮者台 １台 ２００  
楽団員用譜面台 １台 ５０  
楽団員用椅子 １脚 ５０  
コントラバス用椅子 １脚 ５０  
ドライアイスマシン １台 ２００  
式典用机 １脚 ５０  
折りたたみ机 １脚 ５０  
折りたたみ椅子 １脚 ５０  
ホワイトボード １台 ５０  
めくり台 １台 ５０  
姿見 １面 ５０  
座布団 １枚 ５０  
国旗・市旗 １旗 ５０  

舞台照明
関係設備
及び備品 

Aセット １式 ５，０００  
Bセット １式 ３，３００  
Cセット １式 １，８００  
舞台照明調整装置 １式 ４００ 
DMX回線装置 １式 ２００ 
ボーダーライト １列 ５００  
サスぺンションフライダクト １列 ２００  
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スポットライト（０．５KW） １台 ５０  
スポットライト(1KW) １台 １００  
シーリングスポットライト(1KW) １台 １５０  
アッパーホリゾントライト １列 １，０００  
ロアーホリゾントライト １列 ６００  
フロントサイドLEDムービングライト １台 ３３０  
エリプソイダルスポットライト １台 １５０  
ゴボローテーターマシン １台 ６０ 
センターフォロースポットライト １台 ６００  
エフェクトマシン １式 ５００  
ミラーボール １台 ３００  
LEDムービングライト １台 ３３０ 
LEDスポットライト １台 １６０ 
スタンド １本 ３０ 
フィルター １枚 ５０  

舞台音響
関係設備
及び備品 

音響調整装置 １式 １，１００  
カセットテープレコーダー １台 ３００  
CDプレーヤー １台 ３００  
メモリーレコーダー １台 ２００  
３点吊りマイク装置 １式 ３００  
ハネ返りスピーカー １台 ４００  
フロアモニタースピーカー １台 ４００  
ワイヤレスマイク １本 ６００  
ダイナミックマイク １本 ３００  
コンデンサーマイク １本 ４００  
ワンポイントステレオマイク １本 ８００  
マイクスタンド １本 ５０  

映写設備 ビデオプロジェクター １式 ２，０００講堂 
ビデオプロジェクター １式 １，０００エントランスホール 
ビデオプロジェクター １式 ５００研修室 

楽器 グランドピアノ（スタインウェイ） １台 ５，０００ 
グランドピアノ（国産） １台 ２，８００ 
アップライトピアノ １台 １，０００  
ドラムセット １式 ３００  

その他 展示パネル １枚 ５０  
持込器具 １KWにつき ２００  
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別表（第１３条関係） 

令和７年１０月１日適用 

名称 単位 使用料 
（単位：円） 

備考 
種別 品目 

舞台関係
設備及び
備品  

音響反射板 １式 ２，４００  
平台 １枚 ７０  
上敷 １枚 １５０  
地絣 １枚 １，０５０  
紗幕 １枚 ６００  
屏風（金、銀、鳥の子） １双 １，２００  
緋毛せん １枚 １５０  
松羽目（ドロップ） １枚 １，２００  
演台 １台 ４５０  
司会者用演台 １台 １５０  
指揮者台 １台 ２３０  
指揮者用譜面台 １台 ７０  
楽団員用譜面台 
ピアノ用椅子 
スタッキング椅子 

１台 
１脚 
１脚 

７０
７０
７０

  

コントラバス用椅子 １脚 ７０  
ドライアイスマシン １台 ３００  
式典用机 １脚 ７０  
折りたたみ机 １脚 ７０  
折りたたみ椅子 １脚 ７０  
ホワイトボード １台 ７０  
めくり台 １台 ７０  
姿見 １面 ７０  
座布団 １枚 ７０  
国旗・市旗 １旗 ７０  

舞台照明
関係設備
及び備品 

Aセット １式 ７，５００  
Bセット １式 ４，９５０  
Cセット １式 ２，７００  
舞台照明調整装置 １式 ６００ 
DMX回線装置 １式 ３００ 
ボーダーライト １列 ７５０  
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サスぺンションフライダクト １列 ３００  
スポットライト（0.5KW） １台 ７０  
スポットライト(1KW) １台 １５０  
シーリングスポットライト(1KW) １台 １５０  
アッパーホリゾントライト １列 １，５００  
ロアーホリゾントライト １列 ９００  
フロントサイドLEDムービングライト １台 ５００  
エリプソイダルスポットライト １台 ２２０  
ゴボローテーターマシン １台 １００ 
センターフォロースポットライト １台 ９００  
エフェクトマシン １式 ７５０  
ミラーボール（丸形450OΦ） １台 ４５０ 名称変更 
LEDムービングライト １台 ５００ 
LEDスポットライト １台 ２５０ 
スタンド １本 ５０ 
フィルター １枚 ７０  

舞台音響
関係設備
及び備品 

音響調整装置 １式 １，６５０  
カセットテープレコーダー １台 ４５０  
CDプレーヤー １台 ４５０  
メモリーレコーダー １台 ３００  
３点吊りマイク装置 １式 ４５０  
ステージスピーカー １組 １，２００  
フロアモニタースピーカー 
ダイレクトボックス 
音声ライン入力設備 
音声ライン出力設備 

１台 
１個 
１回路 
１式 

６００
４５０
３００

１，５００

  

ワイヤレスマイク １本 ９００  
ダイナミックマイク １本 ４５０  
コンデンサーマイク １本 ６００  
ワンポイントステレオマイク １本 １，２００  
マイクスタンド １本 ７０  

映写設備 スクリーン 
ビデオプロジェクター 

１枚 
１式 

１，０００
２，０００

 
講堂 

ビデオプロジェクター １式 ７５０研修室 
楽器 グランドピアノ（スタインウェイ） １台 ７，５００ 

グランドピアノ（国産） １台 ４，２００ 
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アップライトピアノ １台 １，５００  
ドラムセット １式 ４５０  

その他 展示パネル 
受付用机 
受付用パイプ椅子 

１枚 
１脚 
１脚 

７０
７０
７０

  

持込器具 １KWにつき ３００  
特殊電源使用料 １式 ８００ 
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現行 改正案 備考 

 

 

  

 

文言整理 様式第2(その1)(第8条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂用) 

 

年  月  日  

   鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 登 録 団 体 番 号   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員 男性   人、女性   人、計    人 
使 用 料 

講 堂 円 

附 帯 施 設 
□使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、2) 円 

特 別 の 設備 □使用する(別紙仕様書等のとおり) 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場料等によ

る加算額 

(  )％ 

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超 過 使 用料 円 

附 属 設 備等 
□使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

入り口案内表

示の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 (  )％ 

円 催物の開始・

終了時間 
    時     分 ～ 

    時     分 差引き後の額 円 

催 物 名 称 
  

  

打 合 せ 予定   年  月  日( 曜)  時  分から 

仮予約の有無 有 無 仮予約番号   申 請 番 号   

許 可 番 号   許可年月日     

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 特別の設備を付加するときは、設備内容が分かる仕様書等を添付してください。 

  3 附属設備等を使用するときは、附属設備等使用明細書を添付してください。 

様式第2(その1)(第8条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂用) 

 

年  月  日  

   鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員     人 
使 用 料 

講 堂 円 

附 帯 施 設 
□使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、2) 円 

特 別 の 設 備 □使用する（           ） 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場料等によ

る加算額 

(  )％ 

  円 

超 過 使 用 □あり(  時  分 ～  時  分) 

□なし 
超過 使用料 円 

附 属 設 備 等 
□使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第１5条（ ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
   時    分  ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称 
  

  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

打 合 せ 予 定   年  月  日( 曜)  時  分から 

申 請 番 号   許可年月日  

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 使用目的によっては、別途資料の添付をお願いする場合があります。 
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文言整理 様式第2(その2)(第8条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂以

外の施設用) 
  

年  月  日  

  鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 登 録 団 体 番 号   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員 男性   人、女性   人、計    人 使 用 料 

特別の設備 □使用する(別紙仕様書等のとおり) 

□使用しない 
施設使用料 円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超過使用料 

(  )％ 

円 

附属設備等 □使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

入り口案内表

示の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 
(  )％ 

円 催物の開始・

終了時間 
    時     分 ～ 

    時     分 差引き後の額 円 

催 物 名 称  

打合せ予定   年  月  日( 曜)  時  分から 

予約の有無 有 無 システム利用者登録番号   

申 請 番 号   許 可 番 号   許可年月日   

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 特別の設備を付加するときは、設備内容が分かる仕様書等を添付してください。 

  3 附属設備等を使用するときは、附属設備等使用明細書を添付してください。 

様式第2(その2)(第8条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可申請書(講堂以

外の施設用) 
  

年  月  日  

  鹿児島市教育委員会 殿 

 次のとおり生涯学習プラザの施設等を使用したいので、申請します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員              人 使 用 料 

特 別の設備 □使用する （         ） 

□使用しない 
施設使 用料 円 

入 場 料 等 □あり(最高額      円) 

□なし 

入場料等に 

よる加 算額 

(  )％

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超過使 用料 

(  )％ 

円 

附 属設備等 □使用する 

□プロジェクター □ドラムセット 

□アップライトピアノ 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間
   時   分 ～    時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

申 請 番 号  許 可 年 月 日  

 注 

  1 太線の中だけ記入してください。 

  2 使用目的によっては、別途資料の添付をお願いする場合があります。 
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文言整理 様式第3(その1)(第10条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂用) 

 

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先   (  )  － 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先   (  ) 登 録 団 体 番 号   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員 男性   人、女性   人、計    人 
使 用 料 

講 堂 円 
附 帯 施 設 □使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、 2) 円 

特 別 の 設備 □使用する(別紙仕様書等のとおり) 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場料等 に

よる加算額 

(  )％ 

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超過使用 料 

円 

附 属 設 備等 □使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

入り口案内表

示の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 (  )％ 

円 催物の開始・

終了時間 
    時     分 ～ 

    時     分 差引き後の額 円 

催 物 名 称  

打 合 せ 予定   年  月  日( 曜)  時  分から 

許 可 番 号 第       号 許可 年月日 年  月  日 

許可条件等 

 

様式第3(その1)(第10条関係) 

鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂用) 

 

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先   (  )  － 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先   (  ) 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

入場予定人員    人 
使 用 料 

講 堂 円 
附 帯 施 設 □使用する(楽屋(1、2)、主催者控室、親子室) 

□使用しない 
楽屋( 1、 2) 円 

特 別 の 設 備 □使用する （           ） 

□使用しない 小 計 円 

入 場 料 等 □あり(最高額     円) 

□なし 

入場 料 等 に

よる加算額 

(  )％ 

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～  時  分) 

□なし 
超過 使 用 料 

円 

附 属 設 備 等 □使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
   時   分  ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

打 合 せ 予 定    年  月  日( 曜)  時  分から 

申 請 番 号  許 可 年 月 日  

許可条件等 
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文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第3(その2)(第10条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂以外の

施設用) 
  

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 登 録 団 体 番 号   

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員 男性   人、女性   人、計    人 使 用 料 

特別 の 設備 □使用する(別紙仕様書等のとおり) 

□使用しない 
施設 使用 料 

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～   時  分) 

□なし 
超過 使用 料 (  )％ 

円 

附属 設 備等 □使用する(別紙明細書のとおり) 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

入り口案内表

示の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 
(  )％ 

円 催物の開始・

終了時間 
    時     分 ～ 

    時     分 差引き後の額 円 

催 物 名 称  

打合 せ 予定   年  月  日( 曜)  時  分から 

許 可 番 号 第       号 許可 年 月日 年  月  日 

許可条件等 

 

様式第3(その2)(第10条関係) 

  
鹿児島市生涯学習プラザ施設等使用許可書(講堂以外の

施設用) 
  

年  月  日  

鹿児島市教育委員会  

 次のとおり生涯学習プラザの施設等の使用を許可します。 

申 請 者 住 所 

団 体 名 

代表者名 

連 絡 先  (  )  ― 

使 用 責 任 者 

住 所 

氏 名 

連絡先  (  )  ― 
適 用 料 金 市内 ・ 市外 

利 用 者 Ｉ Ｄ  

使 用 目 的 
  

使 用 日 時 年  月  日( 曜)  時  分から  

年  月  日( 曜)  時  分まで  

使 用 施 設 1 スタジオ(1、2) 

3 中研修室(1、2、3) 

5 食工房 

7 マルチメディア学習室 

9 多目的フロア 

2 小研修室(1、2、3) 

4 伝統文化セミナー室 

6 生活工房 

8 情報活用セミナー室 

入場予定人員      人 使 用 料 

特別 の設備 □使用する (          ) 

□使用しない 
施 設使用料 

円 

入 場 料 等 □あり(最高額      円) 

□なし 

入場料等に 

よ る加算額 

(  )％

円 

超 過 使 用 □あり(  時  分～   時  分) 

□なし 
超 過使用料 (  )％ 

円 

附属 設備等 □使用する 

□プロジェクター □ドラムセット 

□アップライトピアノ 

□使用しない 

附属設備等使

用料 
円 

催事案内表示

の有無 

□表示する(以下に記入) 

□表示しない 

合 計 円 

減 免 

第15条（  ） 

(  )％ 

円 開始・終了時間 
時   分 ～   時   分 

差引き後の額 円 

催 事 名 称  

催物について

の問い合わせ

があった場合 

主催者名及び連絡先を 

□教えてください （問い合わせ先    ―   ―    ） 

□教えないでください 

申 請 番 号  許可 年月日  

許可条件等 
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定第７０号議案 

 

 鹿児島市指定文化財の指定に関する件 

 

鹿児島市文化財保護条例第４条第１項の規定に基づき、下記の文化財を鹿児島市指定文化財

に指定する。 

 

令和７年３月２１日               提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

記 

 

１ 名   称  小田派諸工匠の鐔 

２ 種   別  有形文化財（工芸品） 

３ 数   量  ３８ 

４ 所 在 地  鹿児島市城山町７番２号（鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

５ 所 有 者  鹿児島県 

 

 

 

（参  照） 

 

鹿児島市文化財保護条例（抜粋） 

(指定) 

第４条 教育委員会は、鹿児島市の区域内に存する次の各号に掲げる文化財をそれぞれ当該各

号に掲げる指定文化財（以下「指定文化財」と総称する。）に指定することができる。 

(1) 有形文化財のうち重要なもの 鹿児島市指定有形文化財（以下「指定有形文化財」と

総称する。） 
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令和７年３月１４日 

 

 鹿児島市教育委員会 殿 

 

鹿児島市文化財審議会 

会 長  田村 省三 

 

 

鹿児島市指定文化財の指定について（答申） 

 

 令和７年２月２５日付け文財第８５１号で、鹿児島市文化財審議会に諮問のあった下記の文

化財を鹿児島市指定文化財に指定することについては、適当であると認めます。 

 

 

記 

 

１ 名 称 小田派諸工匠の鐔 

２ 種 別 有形文化財（工芸品） 

３ 数 量 38 

４ 所在地 鹿児島市城山町７番２号（鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

５ 所有者 鹿児島県 
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「小田派諸工匠の鐔」の概要 

（１）名   称  小田派諸工匠の鐔 

（２）種 別  有形文化財（工芸品） 

（３）所 在 地  鹿児島市城山町７番２号（鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

（４）所 有 者  鹿児島県 

（５）指定の理由   

   「小田派諸工匠の鐔 24 枚」は昭和 49 年 3 月 15 日に鹿児島市の有形文化財（工 

  芸品）として指定されているが、新たな鐔が確認されたため、追加指定及び名称変 

更を行うものである。 

  近世薩摩の金工界（刀装具）には、小田派・知識派など諸派があるが、その根幹をな

す代表格は小田派である。小田派は、鹿児島市谷山地区に居住し、初代直香、二代直

教、三代直升、四代直堅と続き、時代的には元文頃から文政・天保頃まで歴代の鐔が

含まれる。図柄としては、薩摩鐔に特徴的な『鉈豆』、『竹割虎』、『龍虎』、『砂く

ぐり龍』など力強い独特の鐔が多く、刀剣界にあって人気が非常に高い。とりわけ初

代直香と二代直教は、抜群の技量で、直香は力強く、迫力があり、直教は繊細緻密さ

に特色があるとされる。今回新たに確認された鐔は、直香２点、直教５点、直升３点、

直堅２点、その他３点となっており、指定された鐔と比較しても文化財的価値は遜色

ないとされている。 

   現存する小田派の鍔は、在銘の作品が少ない中、これらの資料は在銘の作品が充実

しており、質・量ともに見事に揃い、小田派の全容を語ることができる貴重資料であ

り、市指定文化財として充分な価値を有している。 
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令和６年度鹿児島学力・学習状況調査の結果について 
 

１ 調査の概要 

 (1) 調査の趣旨 

・ 知識及び技能や思考力、判断力、表現力等に関する学力の状況及び、児童生徒の学習

に関する意識などの学習状況、学校の取組状況を把握する。 

・ 児童生徒が、自らの学力や学習の状況を瞬時に振り返り、自らの学びに生かすとともに、

情報活用能力等の育成を図るためにＣＢＴ（コンピューターによる調査）で実施する。 

・ 学校では結果の分析を個別最適な学びに活用するなど、指導法改善を図り、児童生徒

の確かな学力の定着や向上を推進する。 
 

 (2) 調査の対象等 県内全ての公立小・中学校 

学校種 学年 本市調査実施校数 本市調査実施児童生徒数 

小学校 第５学年 ７８校 ４８２９人 

中学校 
第１学年 

３８校 

黒神中学校は対象学年に在籍なく、実施なし 
４７４１人 

第２学年 ３９校 ４６４３人 
   

(3) 調査の内容  小学校－国語・社会・算数・理科、学習状況調査（児童版、学校版） 

          中学校－国語・社会・数学・理科・英語、学習状況調査（生徒版、学校版） 
  

(4) 調査の実施日 令和７年１月１４日(火）～２４日(金)の学校が設定した連続する２日間 
                                 

２ 調査の結果 

(1) 各教科の平均正答率 
  小５ 中１ 中２ 

 学年 市 県 
差 

(市－県) 市 県 
差 

(市－県) 
市 県 

差 
(市ー県) 

国
語 

知識・技能 74.9% 73.3% 1.6 63.9% 63.0% 0.9 72.7% 71.9% 0.8 
思考・判断・表現 
（話す・聴く） 48.6% 45.1% 3.5 68.5% 66.5% 2.0 59.4% 57.7% 1.7 

思考・判断・表現 
（ 書 く ） 69.4% 66.7% 2.7 61.7% 61.1% 0.6 56.1% 54.2% 1.9 

思考・判断・表現 
（ 読 む ） 62.4% 59.5% 2.9 63.2% 61.4% 1.8 65.9% 65.3% 0.6 

全体 

(Ｒ５) 

67.0% 

(68.5) 

64.6% 

(68.5) 

2.4 

(0.0) 

64.3% 

(76.3) 

62.9% 

(75.9) 

1.4 

(0.4) 

67.3% 

(66.1) 

66.3% 

(65.6) 

1.0 

(0.5) 

社
会 

知識・技能 60.9% 60.2% 0.7 51.9% 51.1% 0.8 46.1% 44.3% 1.8 

思考・判断・表現 64.9% 63.3% 1.6 54.6% 54.2% 0.4 51.9% 50.8% 1.1 

全体 

(Ｒ５) 

62.9% 

(65.0) 

61.8% 

(65.3) 

1.1 

(-0.3) 

53.0% 

(54.7) 

52.4% 

(54.4) 

0.6 

(0.3) 

48.5% 

(61.6) 

47.0% 

(62.3) 

1.5 

(-0.7) 

算
数
・
数
学 

知識・技能 74.6% 73.2% 1.4 58.5% 57.2% 1.3 48.8% 47.9% 0.9 

思考・判断・表現 57.9% 55.9% 2.0 42.8% 42.2% 0.6 33.8% 31.9% 1.9 

全体 

(Ｒ５) 

67.3% 

(74.0) 

65.6% 

(74.6) 

1.7 

(-0.6) 

49.7% 

(74.7) 

48.8% 

(74.3) 

0.9 

(0.4) 

42.2% 

(69.5) 

40.9% 

(68.8) 

1.3 

(0.7) 

理
科 

知識・技能 66.4% 65.2% 1.2 56.9% 55.3% 1.6 58.9% 57.7% 1.2 

思考・判断・表現 66.7% 64.8% 1.9 60.5% 59.5% 1.0 48.4% 48.0% 0.4 

全体 

(Ｒ５) 

66.6% 

(75.5) 

65.0% 

(75.4) 

1.6 

(0.1) 

59.2% 

(66.7) 

57.9% 

(66.3) 

1.3 

(0.4) 

53.2% 

(67.7) 

52.4% 

(66.9) 

0.8 

(0.8) 

英
語 

知識・技能    61.8% 60.9% 0.9 57.4% 53.9% 3.5 

思考・判断・表現    57.5% 56.0% 1.5 53.4% 51.2% 2.2 

全体 

(Ｒ５) 
   

60.0% 

(77.9) 

58.8% 

(77.0) 

1.2 

(0.9) 

55.7% 

(73.3) 

52.8% 

(71.4) 

2.9 

(1.9) 

報告事項（２） 
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(2) 結果の概要 

・ 令和５年度は、小学校５年の社会と算数及び中学校２年の社会が県平均を下回ったが、

本年度は、全ての対象学年、全ての教科において、県平均を上回った。特に、中学校２

年の英語は、全学年の中で最も県との差が大きかった。 

・ 中学校１年、２年の数学、中学校２年の社会において全体の正答率が５０％を下回った。

今後も、自分で考え、判断し、表現する力を伸ばしていく必要がある。 

 

 (3) 問題例【中学校１年（数学）】 

  

 

 

 

 

（問 １）  

グラフの㋐～㋔のうち「翔太さんが図書館に到着したと 

き、翔太さんと有紀さんがどのくらい離れているか」を 

表しているのはどれですか。グラフの㋐～㋔までの中から 

１つ選びなさい。 

 （問 ２） 

  翔太さんが図書館に到着してから２０分後に、有紀さん 

 が図書館に到着しました。このとき、翔太さんの自転車の 

速さは、分速何ｍか求めなさい。 

 

 【問題の特徴】 

単に数式を用いて計算する問題ではなく、日常生活の一場面の中で、伴って変わる二つの

数量に着目し、それらの関係性をグラフから考察し、変化や対応の特徴を見いだす問題。 

 

３ 今後の取組 

・ 県平均を大きく上回る学校について、取組事例の収集を実施し、各学校への配布を行う。 

・ 各教科の指導のポイントをまとめ冊子を学校へ配布し、各種研修会で、活用する。 

・ 結果の概要について、市のホームページで公表する。また、各学校も結果を公表する。 

  

学校から図書館までの同じ道を、翔太さんは自転車で、有紀さんは徒歩で行きました。

グラフは、翔太さんと有紀さんが学校を出発してから x 分後の学校からの道のりを yｍと

するときの２人の進んだようすを表したものです。次の問いに答えなさい。ただし、翔太

さんと有紀さんは、一定の速さで進んだものとします。 
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市議会関係の審議等について 

 

・令和７年第１回市議会定例会 

 会期：２月１０日（月）～３月２１日（金） 

 〇第１０８号議案 鹿児島市立科学館条例一部改正の件 

〇第１０９号議案 鹿児島市立ふるさと考古歴史館条例一部改正の件 

〇第１１０号議案 旧島津氏玉里邸庭園条例一部改正の件 

〇第１１１号議案 旧鹿児島紡績所技師館条例一部改正の件 

〇第１１２号議案 鹿児島市立美術館条例一部改正の件 

〇第１１３号議案 鹿児島市青少年問題協議会条例及び鹿児島市いじめ問題等調査委員会条

例一部改正の件 

〇第１１４号議案 鹿児島市公民館条例一部改正の件 

〇第１１５号議案 鹿児島市生涯学習プラザ条例一部改正の件 

〇第１１６号議案 かごしま文化工芸村条例一部改正の件 

〇第１６２号議案 令和７年度鹿児島市一般会計予算（教育委員会関係分） 

 

報告事項（３） 
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